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▲消火器も使ってみないと… （昨年）

あ
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避
難
場
所
、

給
水
拠
点
な

ど
を
明
記
し
た
市
内
地
図
付
き
の
「
わ
が
家
の
防
災
心
得
」
を

作
製
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布
し
ま
す
。

II

い
さ
＂
と
い
う
時
に
最
も
大
切
な
の
は
身
の
安
全
の
確
保

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
災
へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
発
生
し
た
時
に
、
ど
こ

ま
で
落
ち
着
い
て
、
有
効
な
対
応

が
と
れ
る
か
は
、
日
こ
ろ
の
生
浩

で
ど
こ
ま
で
「
地
震
」
を
意
識
し

た
備
え
を
し
て
い
る
か
に
よ
り
ま

す
。市

で
は
、

普
段
か
ら
家
族
で
避

難
場
所
、
連
絡
方
法
な
ど
を
話
し

合
い
、
室
内
の
見
や
す
い
場
所
に

掲
示
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
わ
が

た
。
多
摩
地
域
で
は
人
口

25万
人

以
上
の
八
王
子
•
町
田
市
で
約
2
0

年
前
か
ら
、
府
中
・
調
布
市
で
は

昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
は
、
戦
後
の
経
済
成
長
で

昭
和
30年
代
か
ら
急
速
に
都
市
化

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
人
口
増

加
と
都
市
化
へ
の
社
会
変
化
に
直

家
の
防
災
心
得
」
を
作
り
ま
し
た
。

2
月
6
日
囮
の
朝
刊
（
朝
日
・
毎

日
・
読
売
・
東
京
・
産
経
・
日
本

経
済
新
聞
）
に
折
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
新
聞
を
講
読
し
て
い
な

い
方
に
は
、
市
役
所
1
階
市
民
相

談
窓
口
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所

で、

2
月
6
日
因
か
ら
配
布
し
ま

す
の
で
、
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

次
い
で
「
建
築
掴
導

事
務
所
」
の
機
能
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
内
に
建
て
ら
れ
る
建

し
て
今
日
の
市
勢
ま
で
到
達
し
た
築
物
が
す
べ
て
法
規
や
秩
序
に
適

と
こ
ろ
で
す
。

合

す
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
違
反
建

目
掏
す
都
市
像
に
「
緑
と
文
化
築
が
存
在
し
な
い
よ
う
、
秩
序
を

の
市
民
都
市
」
を
掲
げ
、
市
民
生
持
っ
て
目
指
す
都
市
像
へ
進
む
努

活
と
自
然
環
境
の
調
和
す
る
安
全
力
を
、
市
民
皆
さ
ん
で
支
持
し
て

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
だ
成
長
途
上
、
発
展
途
早
春
の
季
節
を
健
康
に
お
過
こ

上
が
実
態
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
し
く
だ
さ
い
。

＇

日

野

市

長

市
民
相
談
の

予
約
日
の
変
更
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族
全
貝
が
保
管
場
所
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

王
常
備
品
の
点
検
日

年
に
一
度
の
非
常
持
ち
出
し
袋

（
リ
ュ
ッ
ク
）
の
中
身
や
常
備
品

の
点
検
日
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
食
料
品
な
ど
は
、
こ
の
日
に

家
族
で
食
べ
て
新
し
い
も
の
と
入

れ
替
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
詳
し
く
は
公
害
防
災
課

(
6内
線
744ー
746)
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

休
日
な
ど
に
家
族
全
員
で
一
度
、

徒
歩
で
そ
こ
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ

う
。

〶
わ
が
家
の
集
合
場
所

具
体
的
な
集
合
場
所
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
け
ば
、
家
族
と
は

ぐ
れ
た
時
に
そ
こ
へ
行
け
ば
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
全
員

で
話
し
合
い
、

具
体
的
な
集
合
場

所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
わ
が
家
の
給
水
拠
点

上
水
道
が
断
水
し
復
旧
す
る
ま

「
わ
が
家
の
防
災
心
得
」
は
、
で
の
間
、
市
内
5
カ
所
（
防
災
施

避
難
場
所
、
防
災
備
蓄
コ
ン
テ
ナ
、
設
地
図
参
照
）
の
給
水
拠
点
で
給

防

災

行

政

無

線

な

ど

の

シ

ン

ボ

ル

水

を

受

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

月

13日
肉
の
予
約
受
付
日
は
2
月

を
印
し
た
防
災
施
設
地
図
の
上
欄
自
宅
近
く
の
給
水
拠
点
を
確
認
し

9
日
画
か
ら
に
な
り
ま
す

に

避

難

場

所

、

集

合

場

所

な

ど

を

記

入

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

▽

サ

＿

フ

金

専

門

相

談

1
1
例
月
、
相

記
入
す
る
マ
ス
を
設
け
て
あ
り
ま
〶
非
常
持
ち
出
し
品
の
保
管
場
所
2

月
の
市
民
相
談
の
う
ち
、
2

談
日
の1
週
問
前
か
ら
の
予
約
に

す
。

、

水
、
食
料
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
月
12日
卸
が
振
替
休
日
に
あ
た
り
、
な
っ
て
い
ま
す
が
、

2
月
19日
⑮

こ
の
マ
ス
に
は
次
の
要
領
で
記
灯
な
ど
避
難
所
で
最
低
限
必
要
な
法
律
相
談
と
サ
ラ
金
専
門
相
談
は
の
予
約
受
付
日
は
2
月
9
日
⑤
か

入
し
ま
し
ょ
う
。
も
の
を
非
常
持
ち
出
し
袋
（
リ
ュ
予
約
受
付
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
ら
に
な
り
ま
す

〶
わ
が
家
の
避
難
場
所
ッ
ク
）
に
入
れ
、
持
ち
出
し
や
す
▽
法
律
相
談
1
1
相
談
日
前
日
か
ら
▽
問
合
せ
先1
1
広
報
課
市
民
相
談

家
族
が
学
校
や
職
場
、
家
庭
に
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
家
の
予
約
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

2

担
当

(
6
8
5
.
2
0
0
0
)

分
散
し
て
い
る
時
の
大
地
震
に
備

え
て
、
普
段
か
ら
家
族
の
避
難
先

湿
Q

挙
ず
改
口
益
～
ギ
小
ス
タ
／

l’

除
く
）

を
全
貴
が

知

っ

て

お

く

こ

と

が

大

▽

会

場

1
1
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

切
で
す
。
防
災
施
設
地
図
の
避
難

作

げ

品

展

を

開

催

し

ま

す

▽
展
示
作
品
人
都
佳
作
＞
山
科

場
所
を
見
な
が
ら
家
族
全
員
で
話
昨
年
9
月
に
行
い
ま
し
た
選
挙
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
美
幸
（
仲
田
小
6
年
）
／
西
田
直

し
合
い
、
わ
が
家
の
避
難
場
所
を
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
‘
選
挙
管
理
委
鑽
会
で
は
、
こ
の
樹
（
南
平
小

6
年）

／
古
川
裕
子

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
小
学
生
81人
、
中
学
生
60人
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
の
都
及
び
市
の
佳
作
（
南
平
小
6
年
）
＾
市
入
選
＞

17
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以
上
の
作
品
に
よ
る
選
挙
啓
発
ポ
点
＾
市
佳
作

V
2
0点
※
以
上
、
敬

昨
年
9
月
15日
付
け
広
親
で
説
敷
地
が
建
築
法
規
に
不
適
合
（
違
面
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
一
の
努
力
こ
そ
大
切
で
す
。
ス
タ
ー
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

称

略
。
市
入
選
・
佳
作
の
氏
名
は

明
し
た
と
お
り
、

今
ま
で
都
の
多
法
性
）
が
な
い
よ
う
摺
導
を
行
う
方
に
、
こ
の
大
き
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
公
園
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
基
ぜ
ひ
、
こ
覧
く
だ
さ
い
。

．省
略

摩
西
部
建
築
指
導
事
務
所
が
行
っ
行
政
で
、
市
が
進
め
る
都
市
計
画
、
を
ま
ち
の
発
展
と
自
治
能
力
の
成
盤
整
備
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
「
日
▽
日
程
1
1
2
月
5
日
⑪
ー
16日
⑥
▽
担
当
1
1
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

て
き
た
建
築
摺
導
行
政
を
日
野
市
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
な
る
法
規
長
の
た
め
対
応
し
て
き
た
経
過
野
都
市
計
画
」
が
よ
り
ど
こ
ろ
で
（
土
曜
・
日
曜
日
、
振
替
休
日
を
局
6
内
線
551

が
行
う
よ
う
準
備
を
進
め
て
き
ま
上
の
手
続
き
で
す
。

か
、
昭
和
40年
代
か
ら
50年
代
の
す
。
ま
た
、
早
く
か
ら
定
め
た
「

d
r
i
'，’

1
1
1
,
9
1
1
1
,
1
1
1
,
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー

,
1
1
1
,
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

[
＜
い
い
鱈
い
。
由
〗
濯
汀
鰐□1
5
:り
[
m
o
計
画
を
定
ぃ
｀
ま
ち
づ
く
り
指
導
要
綱
」
＿
『

I
I[
呻

｀
五
ロ
・
日

し

た

が

っ

て

、

市

内

に

計

画

さ

人

以

上

の

自

治

体

と

し

て

い

ま

し

め

、

教

育

と

福

祉

の

政

策

を

展

開

す

。

一

市

1
0
4
無
届
け
出
③
印
鑑
登
録
・
証
明

ガ

一

料
書
④
こ
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
関

る一

舌

日

野

市

建

築

指

導

事

務

所

の

開

設

に

つ

い

て

一

聞

ン

。

れ
る
建
物
に
関
し
て

は

、

す

べ

て

こ

の

新

し

ー

で

1
1

ホ

12
甲

係

⑤

市

民

相

談

案

内

⑤

公

0

共
施
設
案
内
⑦
休
日
診
療
医

合

ぃ

事

務

所

で

取

り

扱

う

一

話

レ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

ー

電

テ

．
救
急
病
院
宿
日
直
案
内
⑧

務

所

は

、

庁

舎

近

く

の

別

棟

で

す

。

一

こ

の

テ

レ

ホ

ン

ガ

イ

ド

は

、

催

し

物

案

内

建

築

指

導

行

政

と

は

、

建

物

と

-

市

民

サ

ー

ビ

ス

向

上

の

一

環

と

▽

利

用

時

間

1
1
月
曜
ー
土
曜
日

ー
し
て
行
う
も
の
で
、
皆
さ
ん
か
午
前

9
時
ー
午
後
8
時
／
日
曜

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
オ
日
・
祝
日
（
振
替
休
日
）
午
前
9

一ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
答
在
し
ま
す
。
時
ー
午
後
5
時
（
年
末
年
始
を

一
一
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
除
く
）

・
▽
提
供
す
る
情
報
内
容
1
1
①
住

．

（
広
報
課
）

一
r
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I
 
•. 

I
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I
 
•• 
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 ．
． 
,
 

•• 
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疇
2月6日に新聞折り込みで

森

田

喜

美

男

今
号
の
主
な
内
容

2面・・・'96年度交通災害共済の加

入受け付け

3面…保｛建・医療のページ

4 • 5面・・税の申告は、お早めに

6面…樹木観察会を開催

7面…公民館のもよおし

8面…みんなのメモ帳

8日困 ・22日困

午後 1時30分～4時

8日休）・22日（木

午後 4時 ー5時

19日（月）

午後 1時-4時

1日困

午後 1時30分ー 4時

毎週月曜一金曜日
午前 8時3紡}~

午後 5時

市役所 19昔
市民相談室

市民相談担当
ff85-2000 

※受け付けは
午前8時30分
から

※法律相談と
サラ金専門相

談の予約は別
掲記事参照

，蕪祠
2月の市民相談

14日困

午前 9時30分 一正午

おおくぼ

保育園
同保育園
云86-1172

あさひがおか

児童館
同児童館
ffBB-1184 

市役所 2階
社会橿祉課

社会揖祉課
云内線227

教職員研究
室内
教育相談室

教育相談室
云92-D5D5

市役所 2隋
社会橿祉課

社会揖祉課
口内線228

毎週木堪日

午後 1時ー 4時

2日（針 ・16日（金｝

午前10時 ～午後 2時

13日（火）
午後 1時30分～

2時30分

中央
橿祉センター

休日準夜
診療所

社会橿祉
協議会
ff82-2319 

ポランティア
センター
云82-2318

2日（命
午後 1時30分 ～ 3時

9 日 （金） ・ 23 日 (¾）

午後 1時30分 ～3時

生活・
保健センター

16日（命

午後 1時30分 ～3時
旭が丘
地区センター

健康課
ft81-4111 

毎週月曜～金曜日
午前10時 ～午後 3時

生活・ 消費生活相談
保健センター 1室ffB1-3556

7 日卯 ・ 14 日 (:,j:) •21 日 (:,j:) • 28日(:,j:)
午前9時 15分 ～午後 I女性センター
3時（2!87-8177)

女性センター
ff84-2733 

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています―---
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私
立
幼
稚
園
・
幼
児
教
室
等
に

通
う
園
児
の
保
護
者
に
対
し
、
保

育
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
お
渡
し
す
る
補
助
金
は
、
お

年
度
後
期
分

(10月
ー
3
月
）
で

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
育

料
補
助
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。

私立幼稚園児一可
しーなどの保護者へ

U科
欝
綴
〗

皐肋
F
皐

⑨
 

`>
ご窓』

瓢
料
鸞

馨
日
〗

逗
課
〗

交通災害共済の見舞金額表

700,000円

280,000円

---
200、000円

160,000円

120、000円

80,000円

50, ODO円

30,000円

10,000円

年 ▽ ぜ ー 交 京 舞 故 出 済
3共ひの通都金＾しは東
月済加事災のを人合
31期入故害全受身い市都
日問くに共市け-‘民市

‘京 ⑲屈豆配

回 -II だ備済町らに不の町
^ 4さえ制村れ遭幸皆村
年月い‘度がるわにさ民
度 1 0 こ で共よれしん交
途日 のす同うたてが通
中旧） 機゜でにと交会災
で！ 会万行‘き通費害
の '97 にがう東見事を共

加
入
の
場
合
は
、
加
入
申
し
込
み

の
翌
日
か
ら
切
年
3
月
31日
⑪
ま

で）▽
見
舞
金
額
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
申
込
資
格
1
1
市
内
に
在
住
し
、

市
内
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録

の
あ
る
方

▽
会
費
1
1
大
人
500円
、
小
人
400円

▽
受
付
期
間
11
2
月
1
日
因

1
3

月
29日
⑤

▽
申
込
方
法
1
1
申
込
書
に
会
費
を

国民年金保険料

お支払いは

便利でお得な

＂座前納で

き
ょ
う
か
ら
受
け
付
け

添
え
て
、
市
役
所
3
階
管
理
課
、

同
1
階
市
民
課
、
七
生
・
多
摩
平

両
支
所
、
市
内
の
銀
行
・
信
用
金

庫
・
農
協
ヘ

次
の
方
に
つ
い
て
は
、
市
で
会

費
を
負
担
し
、
加
入
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
お
年
4
月
1
日
現
在
満
3
歳
以

上
の
方
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
方

（
外
国
人
登
録
者
を
含
む
）

◎
％
年
4
月
1
日
現
在
満
70歳
以
ー

上
の
方
（
外
国
人
登
録
者
を
含
む
）

◎
児
童
扶
養
手
当
あ
る
い
は
育
成

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
親
と

子
（
た
だ
し
、
義
務
教
育
修
了
の

子
を
除
く
）

◎
生
活
保
護
受
給
者

◎
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方◎
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

◎
日
野
市
非
常
勤
消
防
団
鼻

以
上
、
詳
し
く
は
管
理
課

(
C

内
線
336)
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
゜

＇＞ 

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

方
法
を
、
前
納
の
口
座
振
替
に
し

ま
せ
ん
か
。

前
納
の
口
座
振
替
に
し
ま
す
と

保
険
料
が
割
り
引
き
に
な
り
、
し

多

〶
補
助
対
象
る
場
合
…
各
園
に
申
請
し
て
く
だ
課
に
有
り
）

②
在
籍
証
明
書

訪
年
10月
1
日
以
降
、
日
野
市
さ
い
（
既
に
各
園
に
申
請
済
み
の

1

③
印
鑑

④
保
護
者
名
義
の
銀
行

の
住
民
基
本
台
帳
か
外
国
人
登
録
方
は
、
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
）
預
金
通
帳

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
（
ま
た
◎
市
外
の
施
設
に
通
園
さ
せ
て
い
▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6

は
登
録
さ
れ
て
い
た
）
保
護
者
の
る
場
合
・
・
個
人
申
請
と
な
り
ま
す
内
線
432

方

の

で

、

次

の

日

時

に

必

要

書

類

等

杢

補

助

金

額

を

持

参

し

、

市

役

所

4
階
総
務
部

◎
私
立
幼
稚
園
等
の
場
合
…
①

5

庶
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

歳
児
（
平
成
元
年
4
月
2
日
1
平
た
だ
し
、
八
王
子
お
さ
ひ
め
幼
稚

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
②
園
、
八
王
子
長
沼
幼
稚
園
、
八
モ

4
歳
児
（
平
成
2
年
4
月
2
日
ー
子
か
し
わ
幼
稚
園
、
多
摩
緑
ケ
丘

平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
幼
稚
園
及
び
白
梅
幼
児
学
園
に
通

③
3
歳
児
（
平
成
3
年
4
月
2
日

園

さ

せ
て
い
る
方
は
、

直
接
各
園

ー
平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
へ
申
請
と
な
り
ま
す
（
既
に
申
請

い
ず
れ
も
月
額
8
千
500円
以
内
済
み
の
方
は
今
回
の
申
請
は
不
要

◎
幼
児
散
室
等
の
場
合
…

5
歳

・
で
す
）

4

歳
•
3

歳
児
い
ず
れ
も
月
額4

▽
申
請
期
間1
1
2

月
5

日
回
ー7

千

円

以

内

日

困

④

申

請

方

法

▽

申

請

に

必

要

な

も

の

1
1
①
補
助

◎
市
内
の
施
設
に
通
園
さ
せ
て
い
金
申
請
書

(
3枚
1
組
※
同
庶
務

全治11カ月以上、かつ
入院日数90日以上の湯害

全治ID力月以上、かつ
入院日数60日以上の傷害

全治 8カ月以上、かつ
実治療日数63日以上の傷害

全冶 6カ月以上、かつ
実治療日数49日以上の傷害

全冶 4カ月以上、かつ
実治療日数35日以上の瘍害

全治 2カ月以上、かつ
実治療日数21日以上の傷害

全冶 1週間以上、かつ
実治療日数 3日以上の傷害

全治 1週間未満の偽害

か
も
、
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要

も
な
く
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り

大
変
便
利
で
す
。

な
お
、
前
納
に
は
1
年
分
を
ま

と
め
て
納
め
る
方
法
と
6
カ
月
分

ず
つ
を
2
回
に
分
け
て
納
め
る
方

法
が
あ
り
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

※
現
在
、
口
座
振
替
で
毎
月
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方
も
、
前
納
ヘ

の
変
更
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
11
①
預
金
通
帳

②
通

帳
の
届
出
印
③
国
民
年
金
の
記

号
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
、
直
接
市
内
の
金
融
機
関
へ
（
郵

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
検
討
委
員
会

東
京
都
で
は
、
東
京
都
総
合
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
検
討
委
員

会
か
ら
親
告
さ
れ
た
「
中
間
の
ま

と
め
」
ー
東
京
都
に
お
け
る
新
た

な
環
境
配
慮
制
度
の
あ
り
方
＼
に

対
し
て
、
都
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
寄
せ

ら
れ
た
こ
意
見
は
、
今
後
、
最
終

の
取
り
ま
と
め
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

便
局
は
除
く
）

▽
申
込
期
限
1
1
2
月
20日
図

以
上
、
詳
し
く
は
保
険
年
金
課

(6
内
線
258)
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
に
基

つ
き
、

2
月
1
日
の
東
京
都
告
示

に
よ
り
、
畜
舎
及
び
家
禽
舎
（
か

き
ん
し
ゃ
）
の
許
可
を
要
す
る
区

域
が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
区
域
で
、
次
の
動
物
を
飼

蓑
・
収
容
し
て
い
る
畜
産
農
家
、
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
者
、
実
験

動
物
の
管
理
者
な
ど
は
、

3
月
末

ま
で
に
保
健
所
へ
の
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

▽
新
た
に
指
定
さ
れ
た
区
域
1
1
市

内
全
域
（
大
字
日
野
を
除
く
）

▽
届
け
出
の
必
要
な
動
物
の
種
類

「
中
間
の
ま
と
め
」
に
対
す
る
意
見
募
集

「
中
間
の
ま
と
め
」
の
配
布
場
所

0
日
野
市
役
所
公
害
防
災
課

0
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
（
立
川

合
同
庁
舎
4
階）

0
都
民
情
報
ル
ー
ム

（都
庁
第

1

庁
舎
3
階
）
ほ
か

•t•t• 畜
舎
、
動
物
収
容

施
設
は
届
け
出
を

前納割り引き額表

※① ・ ・・ 1 年分をまとめて前納（毎年 4 月 16 日に振替）、②••• 6カ
月分をまとめて前納(4月16日と 10月26日の年 2回振替）。

※平成 8年度の 1カ月分の国民年金保険料は、定額l2,300円、
付加保険料込み12,700円です。

と
数
11
牛
・
馬
・
豚
各

1
頭
以
上
、

め
ん
羊
・
ヤ
ギ
各

4
頭
以
上
、
犬

10頭
以
上
、
鶏
100羽
以
上
、
ア
ヒ

ル
50
羽
以
上

▽
届
け
出
・
問
合
せ
先
1
1
日
野
保

健
所
生
活
衛
生
課

(
6
9
1
.
l
l

5
1
)
 ¢

滋

9

▽
4
日
1
1
新
年
仕
事
始
め
市
職
曇

訓
辞
（
市
民
会
館
）
、
定
例
庁
議
（
庁

内
会
議
室
）
に
出
席
▽

5
日
1
1
東

京
都
市
長
会
役
員
市
長
の
都
知
事

へ
の
新
年
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
（
都

庁
）
、
市
内
官
公
署
へ
の
新
年
挨
拶

▽
6
日
11
日
野
市
新
年
会
（
庁
舎

1
階
市
民
ホ
ー
ル
）
に
式
辞
▽

9

日
1
1
小

・
中
学
校
校
長
会
（
庁
内

会
議
室
）
に
挨
拶
▽

13
日
11
市
長

相
談
日
（
市
民
相
談
室
、

2
件）

▽
14日
1
1
日
野
市
消
防
団
出
初
め

式
（
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
に
告

辞
▽

15
日
11
市
・
市
教
委
主
催
成

人
式
（
市
民
会
館
、
新
成
人
3
千

206人
）
に
式
辞

街
路
灯
の
補
助
金

申
請
を
受
け
付
け

茄
年
1
月
1
日
か
ら
12月
31日

ま
で
に
自
治
会
や
管
理
組
合
な
ど

で
管
理
し
た
街
路
灯
の
補
助
金
甲

請
を
、

2
月
16日
曲
ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
自
治
会
な
ど
は
、
甲

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
担
当
1
1
管
理
課
6
内
線
336

▽
意
見
の
あ
て
先
・
問
合
せ
先
II

2
月
29日
因
ま
で
に
持
参
ま
た
は

郵
送
か

F
A
Xで
。
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
東
京
都
環
境
保
全
局

環
境
影
響
評
価
審
査
室
調
整
係

(-F163ー

01新
宿
区
西
新
宿

2
の

8
の
1
6
0
3
.
5
3
8
8
.
3
4

4
0
/
F
A
X
0
3
.
5
3
8
8
.
 

6
0
4
0
)

へ

「TAMA市民塾」

第 3土曜日
午前10時～午後0時3筋｝

(7回）

第 I• 3木曜日
午前ID時一正午

第 I• 3水曜日
午後 1時30分～ 9時

第 I・ 3火曜日
午後 7時～ 9時

第 2 • 4土曜日
午前10時30分～II時45分(12回）

(24回）

(12回）

第 I・ 3土曜日
午後 1時～ 3時

第 I・ 3土曜日
午前10時一正午

第 I・ 3火曜日
午前10時～正午

日程表

(6回）

(12回）

(24回）

飯田清人氏
（横浜市）

今村誠治氏
（府中市）

渡辺幸子氏
（八王子市）

(12回）

(12回）

(15回）

(12回）

(12回）1
長谷川輝一郎氏

（三鷹市）

野中冨雄氏
（田無市）

成舞香織氏
（日野市）

(6回）

(24回）

安部貞司氏
（府中市）

嵩原北雄氏
（稲城市）

藤本美智子氏
（八王子市）

周念麗氏
（町田市）

溝口幸三氏
（国立市）

福島ゆき氏
（狛江市）

熊谷さ とし氏
（武蔵村山市）

島倉繁夫氏
（稲城市）



(3) て9
19・96年（平成8年） 2月1日

第888号

▽
日
時
・
内
容
IICD2月
20日
図

午
前

9
時
1
正
午
ま
た
は
午
後

1

、
時
1
4時
…
栄
養
掴
導
、
運
動
指

導

ほ

か

②

23日
幽
午
前
9
時
1

正
午
…
骨
量
測
定
ほ
か
③

3
月

25
日
⑪
午
後
1
時
1
4時
：
結
果

説
明
、
個
別
指
導
ほ
か

▽
会
場

IICD
・
③
…
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー

②
…
日
野
保
健
所

▽
対
象
11
市
内
在
住
の
女
性
、

20

歳
ー
69歳
（
閲
年
4
月
1
日
現
在
）

で、

3
日
問
出
席
が
可
能
な
方
。

た
だ
し
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
①
現

在
、
骨
粗
し
ょ
う
症
で
通
院
し
て

い
る
方
②
今
ま
で
に
骨
量
測
定
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
③
妊
娠
し

=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

な
羞
昆

釘
昨
年
の
秋
こ
ろ
、
東
光
寺
七
ツ

塚
問
辺
の
発
掘
調
査
で
、
直
径
約

0
0
 

•••. 
0
7
 

2
1
7
.
6店
、
深
さ
約

2
.
4認
の

＜
 

～～ 
0000
除
深
い
大
き
な
穴
が
発
掘
さ
れ
、
調

…

を

査

担

当
者
の
間
で
古
代
の
「
氷
室
」

始

9
9
 

平
に
似
た
形
だ
と
論
議
さ
れ
て
い
る

末
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

日
日

曜
祝

士
・
勾
こ
の
調
査
地
区
に
は
入
っ
て
い

な
い
が
、
東
光
寺
に
明
治
時
代
、
日

～
日

曜
曜

月
日
野
製
氷
所
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
知

（

ー

＼

報
）
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

明
治
維
新
後
、
西
欧
の
先
進
文

情
料

政
律鑓け

4
聞
T

で
20

話
01

電
6

⑮ 

骨
粗
し
ょ
う
症

検
診

(
3日
間
コ
ー
ス
）

て
い
る
ま
た
は
、
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方

▽
定
員
IIloo人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▽
申
込
み
1
1
2
月
6
日
囮
（
酒
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

(
1

人
1
通
）
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

年
齢
（
祁
年
4
月
1
日
現
在
）
、
性

別
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野

市
役
所
健
康
課
「
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
係
」

(-T191日
野
本
町
ー
の
6

の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

ヘ▽
注
意
11
①
電
話
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
②
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
③
抽
選
結
果
は
後
日

通
知
し
ま
す
（
当
選
し
た
方
は
、

当
日
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
会
場
へ
）

化
見
聞
の
た
め
多
く
の
人
が
渡
欧

•
渡
米
し
た
。
明
治20年
(
1
8

8
7
)
こ
ろ
、
日
野
か
ら
も
日
野

英
吉
、
山
口
清
之
助
（
写
真
右
）
、

有
山
彦
吉
（
同
左
）
が
渡
米
し
た
。

い
ず
れ
も

30
歳
前
後
の
人
た
ち

で
、
帰
国
後
日
野
英
吉
は
洋
服
の

縫
製
業
、
有
山
彦
吉
は
日
野
製
氷

所
を
創
業
し
、
山
口
清
之
助
も
ビ

ー
ル
醸
造
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
製
氷
所
に
つ
い
て
、
昭
和

27年
日
野
史
談
会
発
行
の
「
郷
土

今
昔
東
光
寺
部
落
」
に
は
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
の
半
ば
頃
（
こ
ろ
）
、
お
茶

屋
の
松
の
東
、
東
光
寺
立
川
氏
宅

北
の
く
ぽ
地
か
ら
、
薬
師
堂
（
旧
）

う
ら
あ
た
り
ま
で
二
反
歩
程
の
水

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘ ヽヽヽヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9

,、’̀‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘‘’‘ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ

保健因［丁
ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽヽ医療ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ
9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9 ヽヽヽ 9 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ

髯ヽヽヽヽ
9 9ヽヽヽヽ9 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽ

ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽヽヽヽ9 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9ヽヽ
ヽヽヽヽ 9、,、,̀ ‘`‘`‘‘‘‘‘~‘‘ 

機

能

訓

練

成
人
栄
養
相
談

成
人
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
2
月
9
日
⑥
・

23日
⑥

午
前
9
時
30分
ー
正
午
（
予
約
制
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
個
別
栄
養
相
談
（
高
齢

者
の
食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食

事
の
と
り
方
や
栄
養
計
算
ほ
か
）

▽
対
象
11
栄
養
相
談
の
必
要
な

方
、
そ
の
方
の
食
生
活
に
か
か
わ

っ
て
い
る
家
族
な
ど

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

て
い
る
③
医
療
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

を
終
了
し
て
い
る
④
自
力
ま
た
は

家
族
に
よ
る
送
近
で
通
所
で
き
る

⑤
集
団
訓
練
に
対
応
で
き
る

▽
募
集
人
数
11
若
干
人
（
審
査
の

う
え
決
定
）

▽
申
込
み
1
1
4
月
入
所
を
希
望
の

方
は
、

2
月
16日
⑤
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
を

※
機
能
訓
練
の
入
所
受
付
は
随
時

行
っ
て
お
り
、
登
録
制
で
す
（
次

回
入
所
は

7
月
を
予
定
）
。

,
.
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乳

房

自

己

触

診

法

教

室

乳
が
ん
発
見
の
た
め
、
乳
房
自

己
触
診
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
2
月
26日
⑪
午
後
2
時

ー

3
時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
乳

房
自
己
触
診
法
の
実
習
ほ
か

▽
対
象
11
女
性
（
保
育
な
し
）

▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

乳

児

訪

問

谷

卜)'、ら
9

婦
に
よ
る
訪
問
摺
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
籍
地
が
市
外
に
あ
り
、

他
市
町
村
へ
出
生
届
を
出
さ
れ
た

方
は
、
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
歳

6
か
月
児

健

康

診

査

H
野
の
天
然
氷

機
能
訓
練
の
希
望
者
を
募
集
。

▽
日
時
11
毎
週
火
曜
日
午
後

1
時

15分
1
3時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
日

常

生

活

・

社

会

生

活

新

予

防

接

種

制

度

の

施

行

に

よ

に

役

立

つ

訓

練

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

り

、

予

防

接

種

は

集

団

接

種

か

ら

ョ

ン

▽

日

時

1
1
2
月
1
日
困
．

8
日
困
個
別
接
種
に
、
義
務
接
種
か
ら
勧

▽
対
象
渭
次

の

す

べ

て

に

該

当

す

・

15日
因
午
後
1
時
1
1時
45分
奨
接
種
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し

る
方
①
市
内
在
住
で
40歳
以
上
②

（

通

知

制

）

た

。
こ
の
勧
奨
接
種
と
は
「
受
け

身

体

機

能

が

低

下

し

て

い

て

機

能

▽

会

場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
た
く
な
け
れ
ば
受
け
な
く
て
も
よ

訓
練
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
終
了
し
初
産
婦
の
方
に
助
産
婦
・
保
健
▽
対
象
11
平
成
6
年
7
月
生
ま
れ
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
保

=＝＝＝=＝
-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝l=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝=＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝u-=＝＝=＝＝＝＝護者が予防接種の意義や効

田
を
ひ
ら
い
て
、
天
然
氷
の
凍
結
し
か
し
、
こ
の
製
氷
所
で
造
っ
に
な
り
、
落
ち
葉
や
砂
ぽ
こ
り
は
果
、
副
反
応
な
ど
を
理
解
し
た
う

池
を
造
っ
た
。
凡
（お
よ
）そ
十
間
た
氷
は
東
京
へ
は
出
荷
さ
れ
ず
、
よ
し
ず
で
防
い
だ
り
時
に
は
氷
の
え
で
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

幅（
〈は
ば
〉約
18店
）
の
細
長
い
池
ほ
と
ん
ど
が
八
王
子
で
消
費
さ
れ
表
面
を
水
で
洗
っ
た
り
、
徹
夜
で
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

は
数
ケ
に
区
画
さ
れ
て
い
た
。寒

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

見

回

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。
各
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
を
確

当
時
八
王
子
で
は
人
造
氷
も
生
日
野
製
氷
所
は
年
次
は
明
ら
か

認
の
う
え
（
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

中
数
日
か
け
て
下
側
、
下
側
へ
と

凍
ら
せ
、
相
当
の
厚
さ
に
な
っ
た
産
さ
れ
て
い
た
が
、
天
然
氷
の
方
で
な
い
が
、
個
人
経
営
か
ら
株
式
の
傭
康
」
参
照
）
、
未
接
種
の
も

と
こ
ろ
で
、
鋸
（
の
こ
ぎ
り
）
で
切
が
固
く
て
う
ま
い
と
珍
重
さ
れ
て
会
社
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
野
の
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

り
割
り
、
氷
蔵
に
積
み
込
み
、
ま
た
い
た
と
い
う

。

・
南
平
両
製
氷
所
と
も
、
明
治
末
年I|
|

．
,
.

♦

l

売
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
」
。
明
治
34年
に
は
、
南
平
に
も
土
こ
ろ
、
衛
生
上
の
問
題
か
採
算
の

製
造
さ
れ
た
氷
を
貯
蔵
す
る
氷
方
金
太
郎
に
よ
り
製
氷
所
が
設
置
問
題
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
氷
の

室

は

、

日

野

用

水

を

越

え

た

雑

木

さ

れ

て

い

る

。

製

造

を

中

止

し

て

し

ま

っ

た

。

林
の
中
に
あ
っ
た
と
も
、
八
王
子
こ
の
天
然
氷
の
製
氷
所
は
、
日
有
山
彦
吉
の
長
男
で
、
昭
和
初

横
山
町
に
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
野
・
南
平
と
も
に
北
向
き
の
が
け
期
に
長
く
日
野
町
長
を
務
め
た
有

明
治
22年
、
甲
武
鉄
道
敷
設
の
下
で
多
摩
川
や
浅
川
の
川
風
の
吹
山
亮
（
俳
号
・
董
糸
〈と
う
し
〉）

折
、
日
野
駅
設
置
の
嘆
願
書
に
は
き
付
け
る
場
所
に
あ
り
、

12月
か
は
、
父
彦
吉
を
し
の
ん
で
か
次
の

日
野
駅
か
ら
出
荷
さ
れ
る
物
資
の

ら

2
月
こ
ろ
ま
で
の
寒
く
て
重
い
よ
う
な
句
を
残
し
て
い
る
。

目
録
に
米
、
麦
、
れ
ん
が
に
並
び
つ
ら
い
作
業
で
あ
っ
た
。
特
に
良
長
き
杖
（
つ
え
）
突
い
て
氷
室

「
氷
」
が
あ
り
、
現
在
の
生
産
量

質

の
氷
を
造
る
に
は
、
雨
が
降
っ
へ
通
う
な
り

董
糸

は
20万
斤
だ
が
将
来
は
300万
斤
の
た
り
気
温
が
上
が
る
と
や
り
直
し
（
市
史
編
集
委
員
春
雄
）

生
産
・
出
荷
目
標
が
記
さ
れ
、
東

京
へ
の
出
荷
輸
送
の
運
賃
ま
で
算

出
さ
れ
て
い
る
。

▽
日
時
1
1
2月
28日
困
午
後
1
時

30分
ー

3
時
30分

▽
会
場
11
日
野
保
健
所

▽
講
師
11
安
達
正
夫
氏
（
あ
だ
ち

ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▽
対
象
11
乳
幼
児
を
お
持
ち
の

方
。
関
心
の
あ
る
方

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
保
健
所
サ
ー

ビ
ス
課

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)

日
野
保
健
所
で
講
演
会

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

火
空
の
最
新
情
報

予

防

接

種

を

受
け
ま
し
ょ
う

※
転
入
さ
れ
た
方
、
日
時
変
更
を

希
望
す
る
方
は
連
絡
を
。

7日困・14日困・21日困

午後 1時 15分～2時

13日（灼・ 20日（丸 対象は平成 5年 1月生

午後 1時15分～2時15分まれ （通知制）

1 日困•8 日困 ・ 1 5 日 困・22 日困 対象は妊鳩。4日目は
午後 1時 15分～4時 ぜひご夫場で（予約制）

1日困 ・15日沐

午前 9時ー 10時30分

対象は 6歳以上の方

匿名。原則として無料。
検査結果は 2週間後

1 日 困•5 日 （月 ） ・ 15 日 困

午後 1時30分～ 3時

予約制。5日は痴ほう
性老人の相談

19日(,El) バーキ ンソン病などで

午後 1時30分～3時30分療養中の方と家族

6 日 (;k) •|3 日肉·20 日 (;k)• 27 日因 特殊な検査は予約制。
午前 9時 ～11時 祖出前日までに受け取りを

響置噂疇1|1||| …

2月前期
~ ．~ 

診療時間
午前9時～正午
午後 1時～5時

八木医院 （内 ・児科）

多摩平 3-3-13云85-0371

寺田医院 （内・児・皮科）

落川696-4 ft9 I -2852 

あづま医院（内・外・皮科）

多摩平 I- 8 -3 ftBl -0548 

多摩平派出所前

至
裏
幡
不
動
駅

至
日
野
駅

至高幡
不動

(i主）修療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター
（日野消防署 云81-0119) へお問い合わせを。

，
＇ 

5
月
•

9 

6
肉

7
困

8
困

9
面

10
出

整

形

外

科

泌

尿

器

科

内

科

外

科

眼

科

（
午
後

・
夜
）

外

科

（午
前
）児

・
整
形
外
科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内外

科科

内

科

J

斗

夕

禾
J

斗

夕

禾
L

斗＇

夕

禾
J

斗

夕

禾
J

斗

夕

玉

＇

高幡診療所（内・児科）

程久保650菖暢台団亀73-120!!91-3371 

高幡

JII嶋臀遭
東京南農協

湯沢
褐祉センター

` ＾ i 
日

至

八王子

渡辺医院（豊 ・内科）

多摩平 3-19-7 CSl-1324 

午後 7時30分 ー10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2生活 ・1呆健セ ンター分室

ff84-I 661 

2月 4日（日）．11日（日） ・12日（月）

午前 10時 一午後 5時
（受付は午前 9時 一午後 4時）

八王子市平岡町 18-3八王子市1呆億センター
ff0426-25-9128 

多摩市閏戸 4-19-5多摩市立億康センター
ff0423-76-91 I I 

橿岡医院（児・内科）

南平 8-10-27 fr91-3600 至

I I l 

ィスカウント

スト
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(5) て9
1996年（平成8年）2月1日

第888号

電話で聞ける市政情報
月曜一土曜日 9 : 00-20: 00 

合0120-042586 （無料）
（日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 

年末年始を除く ） 

1996年（平成8年）2月1日

第888号 て°‘市役所
代表電話拿85-1111

(4) 

▽
資
格

1
1
4月
1
日
現
在
20歳
以

上
で
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
都
内

今
回
募
集
す
る
モ
ニ
タ
ー
の
任

期
は
4
月
1
日
回
か
ら

1
年
間
。

内
容
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
、

会
議
・
見
学
会
等
へ
の
参
加
、
意

見
・
提
言
の
提
出
で
す
。

な
お
、
応
募
方
法
に
あ
る
「
必
要

事
項
」
と
は
、
次
の
項
目
で
す
。
①

住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
年
齢

④
性
別
⑤
職
業
⑤
電
話
番
号
。

あ
な
た
の
声
を
行
政
運
営
に
反

映
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

＠
都
政
モ
ニ
タ
ー

1 都政・消費生活•水置

平成8年腹モニター

を東点都が募集

ヽ
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＿
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．
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．
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~

•_＿
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・

·
"

•
~

函
俯
ゆ
岱
を
怠
机
ず
に
/

「
税
金
は
納
め
る
だ
け
の
も
の
」

と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
遠
付

申
告
す
る
と
、
給
与
天
引
き
さ
れ

た
税
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
忘
れ

ず
に
還
付
甲
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

0
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

（
年
の
途
中
で
退
職
し
た
場
合
な

ど）0
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
医
療
費
控
除
…
昨
年
中
、
こ
自

身
や
生
計
を
一
に
し
て
い
る
家
族

の
た
め
に
10万
円
以
上
（
所
得
が

200万
円
未
満
の
方
は
所
娼
の
5
%

以
上
）
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

②
住
宅
取
褐
等
特
別
控
除
…
住
宅

ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ホ

ー
ム
の
新
築
、
既
存
庄
宅
の
購
入
、

家
屋
の
増
改
築
を
行
っ
た
方 受付期間は2月16B """3月158

ことしも、税の申告時期が近づいて来ま

した。申告の受付期間は 2月16日画～ 3月

15日（金）です。例年、 3月になると窓口が涅

雑しますので、甲告は正しく早めにするよ

うお願いします。なお、市内に税務署が開

設されたことにより、確定申告の出張相談

が行われなくなりました。所褐税の確定申

告のこ相談は、直接、日野税務署へお願い

します。 （市民税課）

＠
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

還
付
申
告
書
を
自
分
で

作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か

0
平
成

8
年
1
月
1
日
現
在
、
日

野
市
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
確

定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

※
65歳
以
上
（
昭
和
6
年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
）
の
場
合
は
年
金

の
総
受
給
額

228
月
円
以
下
の
方
、

65歳
未
満
の
場
合
は
年
金
の
総
受

給
額

108万
円
以
下
の
方

②
家
貸
、
地
代
、
営
業
、
農
業
、
そ

の
ほ
か
の
事
業
所
得
が
あ
る
が
、

確
定
申
店
を
必
要
と
し
な
い
方

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
会
社
が
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
い
な
い
方

④
給
与
を
2
カ
所
以
卜
か
ら
受
け

て
い
る
が
、
確
定
申
告
を
必
要
と

し
な
い
方

⑤
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20万

③
寄
付
金
控
除
：
国
や
地
方
公
共

団
体
、
日
本
赤
十
宇
社
、
政
党
等

に
1
万
円
以
上
寄
付
し
た
方

④
雑
損
控
除
…
火
災
や
盗
難
な
ど

で
掴
失
を
受
け
た
方

⑤
年
末
調
整
で
、
扶
蓑
の
追
加
、

生
命
保
険
控
除
、
社
会
保
険
控
除

な
ど
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
方

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
に
は
い
く
つ

か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
日
野
税
務
署

(
C
8
5
.
5
6

6
1
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

日
野
税
務
署
で
は
、
自
分
で
所

娼
税
の
遠
付
申
告
書
を
作
成
す
る

方
の
た
め
に
「
還
付
甲
告
書
作
成

会
場
」
を
設
け
て
書
き
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

に
在
住
し
て
い
る
方
（
東
京
都
と

都
内
区
市
町
村
の
職
貴
を
除
く
）

▽
定
貝
11
500
人

▽
謝
礼

11ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答

1
回
に
つ
き
千
700円
程
度
（
ア
ン

ケ
ー
ト
は
10
回
程
度
）

▽
応
募
方
法
1
1
2月
29
日
因
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
必
要

字
項
（
年
齢
は
4
月
1
日
取
在
）
、

作
文
「
都
政
に
望
む
こ
と
」
、
外
国

人
で
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入

し
、
東
京
都
情
報
連
絡
室
都
民
広

聰
課
都
政
モ
ニ
タ
ー
係
(
〒
163
|

01※
住
所
不
要
6
0
3
.
5
3
8
8

.
2
2
4
4
)
へ
※
選
考
結
果
は

3
月
下
旬
ま
で
に
通
知

▽
資
格

11
4
月
1
日
現
在

20歳
以

上
で
都
内
在
住
の
方

（
公
務
願
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除

く）▽
定
昌
11
千
人

▽
謝
礼

11
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
、

会
議
・
見
学
会
等
へ
の
参
加

1
回

に
つ
き
千
700円
程
度

（
ア
ン
ケ
ー

ト
は
8
回
程
度
、
会
議
・
見
学
会

0
確
定
甲
告
を
す
る
方
（
確
定
甲

告
は
、
市
・
都
民
税
の
申
告
を
兼

ね
て
い
ま
す
）

0
年
末
調
整
・
所
得
の
申
告
で
、

同
居
の
人
の
扶
蓑
親
族
に
な
っ
て

▽
日
時

1
1
2月
16日
②
ー
3
月
15

日
②
午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
ー

時
1
4時

一

▽
会
場
11
日
野
税
務
宮

K

内
フ
レ
ハ
フ
会
場

▽
対
象
ll
CD
サ
ラ
リ
ー

゜マン
（
給
与
所
柑
者
）

出

＿ー
で
医
寮
貨
控
除
に
よ
り

一
提

―
所
得
税
の
還
付
を
受
け

も

る
方

前以

―

日

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給

6
一
与
所
得
者
）
で
年
の
途

-
1

-

月

」
中
で
退
職
し
て
所
得
税

2

の
還
付
を
受
け
る
方

j

③
そ
の
讐
白
分
で
還

付
申
告
書
を
作
成
す
る
方

※
自
分
で
作
成
し
た
甲
告
占
を、

提
出
す
る
前
に
見
て
欲
し
い
と
い

う
方
の
た
め
の
極
莫
コ
ー
ナ
ー
」

も
あ
り
ま
す
。

等
は
2
回
程
度
）

▽
応
募
方
法

1
1
2月
29
日
山
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
必

要
字
項
、
作
文

一毎
日
の
く
ら
し

の
中
で
思
う
こ
と
」
を
記
入
し
、

東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
調
整
課

調
査
係

(-F162新
宿
区
神
交
河
岸

1
の
1
6
0
3
.
3
2
3
5
.
4
1

5
5
)
へ
※
選
考
結
果
は

4
月
下

旬
ま
で
に
通
知

晦
墨
嬰
璽
華
｀
墾
震
置
睾
鵬

錮
鵬
錮
鵬
禽
睾
國
暉
ヒ
睾
宮

時
短
奨
励
金
制
度
は
、
労
働
基
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

準
法
に
基
づ
く
週
40時
間
労
働
制
▽
日
時
1
1
2月
7
日
困
午
前
10時

を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
①
3
0
0
3
0分
ー
午
後

4
時

万
円
以
上
（
従
業
員
数
30人
未
満
▽
会
場

1
1
J
R八
モ
了
駅
ビ
ル

8

の
事
業
場
は
150万
円
以
上
）
の
省

力
化
投
資
ま
た
は
②
労
働
者
の
新

た
な
一
雇
用
を
行
い
、
週
所
定
労
働

時
間
を
1
時
間
以
上
短
縮
し
た
中

小
企
業
の
字
業
王
に
対
す
る
助
成

制
度
で
、

25万
円

1375万
円
の
奨

励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
短
奨
励
金
制
度
の
相
談 ▲明日を担う子供たちの笑顔のために （ふれあい焼）

市
・
都
民
税
の
申
告

を
し
な
く
て
よ
い
方

市
・
都
民
税
の
申
告

が

必

要

な

方

確
定
申
告
の
甲
告
言
は
、
日
野

税
務
署
と
市
役
所
ー
階
市
民
税
課

に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
七
生
・
多

摩
平
両
支
所
に
も
、
あ
り
ま
す
が
、

一
般
用
と
遠
付
用
だ
け
で
大
足
に

は
あ
り
ま
せ
ん
（
表
1
参
照
）
c

な
お
、
確
定
申
告
の
甲
告
書
の

郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
申
告
書

の
種
類
を
明
記
の
う
え
、
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

日
野
税
務
署

(-F191万
願
寺
229)
へ

謂
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ー・
玉
水
道
モ
ニ
タ
ー

▽
資
格
11
4
月
1
日
現
在
20
歳
以

上
で
都
営
水
道
を
使
っ
て
い
る
都

内
在
住
の
方
（
東
京
都
と
都
内
区

市
町
村
の
職
民
を
除
く
）

▽
定
員
11100
人

▽
謝
礼
11最
高
1
万
円
（
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
回
数
に
よ
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
4
回）

空
日
程
・
内
容
1
1
2月
6
日
肉
…

経
営
デ
ー
タ
の
見
方
と
分
析
m

/

7
日
困
・
・
・
経
営
デ
ー
タ
の
見
方
と

分
析
②
／

8
日
困
・
・
・
付
加
価
値
生

▽
応
募
方
法~
2

月
2
0日
囮
（
梢

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
表
面
に
必
要
事
項
、
裏
面

に
作
文
「
水
道
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
」

(ZOO宇
程
度
）
を
、
返
信
用

表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
東

京
都
水
道
局
広
報
課
モ
ニ
タ
ー
担

当
(
〒
163
|
01
※
任
所
不
要
6
0
3

•
5
3
2
0
.
6
3
2
7
)
へ
※
選

考
結
果
は
3
月
下
旬
ま
で
に
通
知

階
市
民
ホ
ー
ル

▽
対
象
11
中
小
企
業
の
事
業
主
の

方
な
ど

※
時
短
奨
励
金
の
申
謂
受
付
、
就

業
規
則
変
更
の
相
談
も
あ
り
。

▽
申
込
み
先
11
東
京
労
働
基
準
同

時
問
課

(
C
0
3
.
3
8
1
4
.
5

3
1
1
)
 

産
性
と
配
分

▽
時
間
11
午
後
6
時
20分
1
8時

50分
▽
会
場
11
八
王
子
労
政
会
館
（
京

基
本
的
手
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

や
さ
し
い
企
業
分
析
セ
ミ
ナ
ー

王
八
杢
子
駅
徒
歩
5
分）

▽
定
員
11
80人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
電
卓

▽
申
込
み
先
11
東
京
都
八
王
子
労

政
事
務
所

(
6
0
4
2
6
.
4
3
・

0
2
7
8
/
F
A
X
0
4
2
6
.
 

4
5
.
7
1
8
5
)
 

••• 4
月
入
校
生
を
募
集

都
立
府
中
高
等
職
業
技
術
専
門

校
は
、
就
職
や
転
職
を
希
望
す
る

方
が
職
業
技
術
を
房
に
付
け
る
た

め
の
施
設
。
授
業
料
は
無
料
、
教
材

も
貸
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
は
、
科
目
終
了
ま

で
起
用
保
険
を
受
給
で
き
ま
す
。

▽
対
象
・
科
目
・
期
間
・
定
貴
ii

若
年
者
・
・
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

(
2年）
25人
、
電
気
技
術
科

(
l

年）

25人
／
転
職
希
望
者
・
・
・
情
報

通
信
設
備
科

(
1年）

30人
、
ホ

ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

(
6

都
立
府
中
高
等

職
業
技
術
専
門
校

確
定
申
告
の
申
告
書
は
、
「
確
定

申
戸
の
手
引
き
」
や
「
記
載
例
」

申
告
書
の
記
入
時
に

特

に

注

意

す

る

点

至日野

}:---日開贔闘，二；合85_;__5661

一橋写

塁ゴ I川崎街道 ：＞、＼、__JL＿芦
［ 亘

案

内

図

日
野
税
務
署
の
ご
案
内

申
告
書
の
配
布
場
所

0
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

の
合
計
か
、
各
種
所
得
控
除
の
合

計
を
超
え
る
方

0
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
カ

①
給
与
の
収
入
金
額
が
2
千
万
円

を
超
え
る
方

②
2
カ
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
方

③
給
与
以
外
の
所
愕
が
20万
円
を

超
え
る
方

0
同
族
会
社
の
役
＝
日
な
ど
で
、
そ

の
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、
貸

付
金
の
利
子
、
店
舗
・
主
場
な
ど

の
賃
貸
料
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方

確
定
申
告
の
申
告
毛
[
1面
左
下

隅
に
給
与
所
勾
以
外
の
住
民
税
の

徴
収
方
法
の
選
択
欄
が
あ
り
ま
す

（
別
表
参
照
）
。

市
・
都
民
税
を
給
与
か
ら
差
し

引
く
事
業
所
に
お
勁
め
の
方
で
、

給
与
以
外
の
所
匂
に
対
す
る
市
・

都
民
税
を
給
与
か
ら
差
し
引
く
こ

と
（
「
特
別
徴
収
」
と
い
い
ま
す
）

を
希
望
す
る
説
合
は
、
「
特
別
徴

収
」
の
文
字
を
、
ま
た
、
給
与
か

ら
差
し
引
か
な
い
で
個
人
で
納
付

す
る
こ
と
（
五
通
徴
収
」
と
い
い

ま
す
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
普

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

で

確
定
申
告
す
る
方
へ

確

定

申

告

を

す

る

必

要

が

あ

る

方

を
参
考
に
、
次
の
点
に
特
に
注
意

し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成

8
年
1
月
1
円
の
住
所
が

現
住
所
と
異
な
る
場
合
は
、

1
月

1
日
の
住
所
も
記
入
す
る
こ
と

②
青
色
申
告
す
る
方
で
事
業
専
従

者
が
い
る
場
合
は
、
必
ず
李
業
専

従
者
欄
に
記
入
す
る
こ
と

③
住
民
税

・
事
業
税
に
関
す
る
事

項
欄
に
つ
い
て
も
、
該
当
個
所
が

あ
れ
ば
記
入
す
る
こ
と

c住民税・事業税に関する事項

三I空::::r:• 円liliill1杓9徴収 9通徴奴

専事"”の

業ド？巴
税関（紀 ）業月ヒi

昇コ税所p.＇B99覆
税事藁の所得など

損と丑9の衿例ll
月前の小蔦雀所得

所
得
税
の
確
定
巾
告
は

8
野
税
務
署
へ

税の申告書の配布・提出場所（表 1)

市民税課

市・都民税 確定申告

配布 提 出 配布

゜゜゜
；主 2

七生支所・
多摩平支所

。
。注 1 .X

 

日野税務署 X X 

゜゜
注 1

注 2

七生・多摩平両支所にある確定申告の用紙
は、一般用、還付用のみです。
市民税課では、完成した確定申告を預力‘つ
て税務署へ回送します（内容についての相談
はこ還慮ください）C

市
・
都
民
税
の
巾
告
は

市
役
所
巾
民
税
課

円
を
超
え
な
い
方

R
所
得
が
な
い

（ま
た
は
少
額
で

あ
る
）
が
、
年
末
調
整
・
所
得
の

甲
告
で
同
居
の
人
の
扶
錐
親
族
に

な
っ
て
い
な
い
方
※
特
に
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

⑦
他
の
市
区
町
村
に
仕
ん
で
い
る

方
の
扶
繋
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

(
1人
住
ま
い
の
学
生
•
お
年
寄

り
な
ど
）

0
日
野
市
に
住
ん
で
は
い
な
い

が
、
平
成

8
年
1
月
1
日
況
在
、

市
内
に
家
匡
敷
・
事
菜
所
・
事
務

所
を
所
有
し
て
い
る
方
（
単
身
赴

任
中
の
方
な
ど
）

ヘ

い
る
方

0
会
社
が
市
役
所
に
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
し
て
い
る
方
（
給
与

を

2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

方
を
除
く
）

申
告
時
の
必
要
書
類

0
平
成
7
年
中
の
所
得

（
収
入
）

に
関
す
る
書
類

①
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収

票
か
給
与
明
細
書

②
年
金
所
得
の
力
は
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票

③
給
与

・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ

る
方
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
算
定
基
濶
と
な
る
帳
窃
や
領
収

書
な
ど

0
平
成

7
年
中
の
控
除
に
関
す
る

書
類

①
生
命
保
険
・
個
人
年
金
、
損
害

保
険
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ
の
支

払
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険•
国
民
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
そ
の
領
収
書

③
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
吝
類

〇
印
鑑

0
市
・
都
民
税
申
告
苔
（
お
手
元

に
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
）

申
告
書
の
配
布
場
所

市
・
都
民
税
の
甲
告
書
は
、
市

民
税
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
（
表

1
参

照
。

ま
た
、
市
民
税
課

(
C
内
線

115

1118)
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

市
・
都
民
税
の
申
告
書
を
郵
送
い

た
し
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
先

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
捉
出

先
は
、
巾
民
税
課
、
七
生
・
多
摩

平
両
支
所
で
す
（
表

1
参
照
）
。郵

送
に
よ
る
申
告
も
で
き
ま
す
の

で
、
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
・

受
付
を
行
い
ま
す
（
表

2
参
照
）
。

こ
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
七
生
・

多
摩
平
両
支
所
で
は
、
申
告
祖
談

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
を
。

▽
郵
送
先
11
日
野
市
役
所
市
民
税

課

(-F191
神
明

1
の
12
の
1
)

市
・
都
民
税
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
民
税
課

II

6
内
線
1155118

市・都民税の申告相談｀受付日程 （表 2)

日程 会
2月19日（月） 東京南農
~2月21日困 支店会議室

2月16日面 市役所 I~昔
~ 3 月 15 日 （~ I IOI会議室

◎東京南農協七生支店には駐車場がありま せんので、車での

来場はこ遠慮ください 3

※土曜・日曜日は受け付けいたしません，9

東
京
都
国
際
交
流
財
団
が
開
催

国

際

交

流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

渇
水
の
だ
め
、
節
水
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
が
日
常
行
動
を
支
障
な

く
行
う
条
件
を
整
え
、
一
生
利
用

高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
幕
集

束
京
都
住
宅
供
給
公
社

パート収入

給与所得控除 65万円

残 38万円

確
定
申
告
に
つ
い
て

相

談

先

の

平
成

7
年
分
所
得
税
の
主
な

改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
こ

平
成

7
年
分
確
定
申
告
の
申
告

書
を
作
成
す
る
際
に
は
、
十
分

こ
注
意
く
だ
さ
い
。

0
平
成

7
年
分
所
得
税
に
も

「
特
別
減
税
」
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
特
別
減
税
前
の
所

得
税
か
ら
そ
の
所
得
税
額
の
15

％
相
当
（
上
隅
が
5
万
円
）
を
押

除
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

所
僻
税
の
確
定
申
告
書
に
は

「
特
別
滅
税
額
」
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

申
告
書
の
作
成
の
際
に
は
、
「
特

別
減
税
額
」
の
記
入
漏
れ
や
計

箕
誤
り
が
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す

0
所
得
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
（
別
表
参
照
）

〇
配
偶
者
特
別
控
除
額
が
、
最

高
38万
円
（
従
来
は
35万
円
）
に

改
め
ら
れ
ま
し
た

fiー

0
配
偶
者
控
除
や
扶
喜
除
の
上

対
象
に
な
る
方
の
合
計
所
得
金
ぼ

額
の
要
件
が
、

38万
円
以
下
（
従

5

来
は
35万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
額除控

れ
ま
し
た

〇
勤
労
学
生
控
除
が
受
け
ら
れ
得

る
方
の
合
計
所
得
金
額
の
要
件
所

が、

65万
円
以
下
（
従
来
は
62万

円
以
下
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た

0
白
色
申
筈
の
字
業
専
従
者
控

除
額
の
う
ち
、
納
税
者
の
配
偶

者
の
控
除
額
が
86万
円
（
従
来

遥
徴
収
」
の
文
字
を
マ
ル
で
囲
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
「
給
与
所
得
以
外
の
住
民
税
の

徴
収
方
法
の
選
択
」
欄
に
記
載
が

な
い
場
合
、
給
与
と
給
与
以
外
の

所
得
を
合
算
し
た
形
で
全
額
「
特

別
徴
収
」
（
給
与
天
引
き
）
に
な
り

ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
日
野
税
務
署
（
案
内
図
参
照
）

へ
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の
受
付

時
問
は
、
午
前
9
時
ー
正
午
、
午

後
1
時
1
4
時
で
す
。

※
以
前
、
市
民
会
館
や
東
京
南
農

阻
で
行
わ
れ
た

「確
定
申
告
の
出

張
相
談
」
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
の
申
告
書
捉
出
先

は
、
日
野
税
務
薯
で
す
。

▽
提
出
方
法
Ii
①
午
前

9
時
ー
正

午
、
午
後

1
時
ー
5
時
に
税
務
署

に
持
参

②
税
務
署
に
郵
送

③
休
日
、
時
間
外
に
、
税
務
署
正

面
に
あ
る
「
収
受
ポ
ス
ト
」
へ

①
市
役
所
市
民
税
課
に
午
酌

8
時

30分
ー
午
後

5
時
に
持
参

カ
月
）
30人、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
科

(6
カ
月
）

15
人
／
高
齢

者
・
・
経
営
管
理
実
務
科

(
6カ
月
）

30人
／
中
高
年
女
性
・
・
・
ト
レ
ー
ス

科

(
6カ
月
）

15人

▽
願
書
締
め
切
り
1
1
2月
9
日
幽

▽
選
考
日
11
若
年
者
・
・
・

2
月
26日

⑪
／
そ
の
他
：

27日
囮

▽
申
込
み
先

11八
王
了
公
共
職
業

安
定
所
(
〒
192八
王
子
市
台
町
3

の
27
の
2
2
6
0
4
2
6
.
4
3
.
8
6

0
9
)
※
選
考
方
法
、
合
格
発
表

日
等
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
"11
向
専
門
校
ら
3
0

4
2
3
.
6
7
.
8
2
0
1
)
 

▽日時112月25日佃午後2時

15時

▽会場11津田ホール(JR総

武線千駄ヶ谷駅徒歩1分）
▽テーマ11人と情報のネット

ワーク化を考える1これから

本人への税金の課税 配偶者控除

パートの年収 住民税
住民税

所得割 均等割
所得税 所得税

99万円以下 非課税 非課税

99-100万円 非課税 該当 該当

100-103万円 課税
課税

注 l
103万円超 課税 非該当 非該当

注： I 

パート収入の妻の税金と配偶者控除

は
80万
円
）
に
、
そ
れ
以
外
の
方

の
控
除
額
が
50万
円
に
（
従
来

は
47万
円
）
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た

0
そ
の
他
の
改
正
点

①
給
与
所
燭
控
除
額
が
引
き
ト

げ
ら
れ
ま
し
た

②
総
合
課
税
の
所
得
に
適
用
さ

れ
る
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

③
政
党
等
に
対
す
る
寄
付
金
税

額
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た④
仕
宅
取
毎
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
ガ
の
合
計
所
娼
金
額

の
要
件
が
2
千
万
円
以
下
（
こ

れ
ま
で
は
3
千
万
円
以
下
）
に

刷
き
下
げ
ら
れ
、
適
用
期
隈
が

2
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
改
正
は
、
平
成
7
年
1
月

1
日
以
後
に
居
庄
す
る
も
の
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す

⑤
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
給

与
の
収
入
金
額
が
、

2
千
万
円

以
下
（
従
来
は
千
500
万
円
以
下
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
給
与
所
得
だ
け
で

確
定
巾
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
の
範
囲
が
、
給
与
の
収

入
金
額
2
千
万
円
（
従
来
は
千

500
万
円
）
を
超
え
る
方
に
改
め

ら
れ
ま
し
た

以
上
、
詳
し
く
は
、
「
確
定
申

告
の
手
引
き
」
を
f
J

院
に
な
る

か
、
日
野
税
務
署

(
6
8
5
.
5
6

6
1
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

成
。
ト
＠
臼
@
|
n

隅
含
造
国
伽
窃
誼
固

八
問
＞

昨
年
パ
ー
ト
で
働
ら
、
所
得
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

き
、
年
収
103万
円
で
す
。
税
金
は
ん
。
し
か
し
、
市
・
都
民
税
の
非

課
税
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
配
偶
課
税
限
度
額

34万
円
を
超
え
る

者
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
。
の
で
、
市
・
都
民
税
は
課
税
さ

国
民
年
金
は
第

3
号
被
保
険
者
れ
ま
す
。
ま
た
、
合
計
所
得
金
額

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
届
け
が
38万
円
以
下
で
す
の
で
、
配

出
済
み
）
、
健
康
保
険
は
夫
の
会
偶
者
控
除
は
、
所
得
税
、
市
・
都

社
の
社
会
保
険
の
扶
養
で
す
。
民
税
と
も
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

八
答
＞

よ
く
言
わ
れ
る

「
IOO

で
す
か
ら
、
あ
な
た
の
場
合
、

万
円
の
カ
ベ
」
を
気
に
し
て
い
市
・
都
民
税
は
課
税
さ
れ
ま
す

る
よ
う
で
す
が
、
こ
と
し
の
税
が
、
夫
の
扶
養
に
入
れ
る
こ
と

法
改
正
で
、
岳
礎
控
除
額
が
38
に
な
り
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

万
円
（
従
来
は
35万
円
）

に
な
り
ま
し
た
。
あ
な

た
の
場
合
は
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

亨

｀
 

直

課
税
の
有
無
、
扶
養

の
可
否
は
、
所
得
額
で

判
定
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
所
得
額
は

38万
円
で
、
基
礎
控
除

額
38万
円
以
下
で
す
か

A
A

ゃ

A
r
b
`
A
r
や

~
K
r
A
r
L
V
A
r

卜

A
r
L

の
国
際
活
動
へ
の
提
―
――-]
i

▽
出
演
11
古
村
作
治
氏
（
早
稲
田

大
学
助
教
授
）
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ

カ
ン
氏
（
テ
レ
ビ
・
キ
ャ
ス
タ
ー
）

ほ
か

▽
申
込
方
法
1
1
2月
10日
出
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
参
加
者
全
員

(
2

人
ま
で
可
）
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
宇

務
局
(
〒
107港
区
赤
坂

4
の
8
の

18603.3475•6208) 
ヘ

で
き
る
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅

「
明
日
見
ら
い
ふ
南
大
沢
」
の
第

2
期
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り
募

菜
し
ま
す
。

▽
募
集
＿
戸
数

il
126戸

(I
D
K
I

2
D
K
)
 

▽
名
称
11明
R
見
ら
い
ふ
南
大
沢

（
京
王
相
模
原
線
南
大
沢
駅
徒
歩

20分
）
※
2
月
3
日
出
ー
12日
卸

南
大
沢
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
公
開

▽
費
用
11
入
居
金
・・・

2
千
740万
円

i
5千
610万
円
、
介
護
費
…

1
人

当
た
り

600万
円
、
筐
理
費
：

1
人

月
8
万
円
、

2
人
月
12万
5
千
円

マ
入
居
予
定

11来
年
6
月

▽
申
込
み

1
1
2月
3
日
出
i
1
2日

⑪
に
、
同
住
宅
現
地
販
売
事
務
所

（
八
王
子
市
南
大
沢
3
の
16番
外

6
0
4
2
6
•
7
7
.
8
4
5
1
)
で

※
申
込
資
格
、
申
込
方
法
等
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

均等割を納める夫と生計を一にし、夫と同一市町村に住所がある妻は、
パート年収が103万円を超えても均等割は非課税です。

お答え
します

心へ~ ~ ヽ

控除の種ス薙 平成7年分 改正前

基 礎 控 除 38万円 35万円

旦
同居特別障害 一般の控除対象配偶者 68万円 65万円
者である控除

者
対象配偶者 老人控除対象配偶者 78万円 75万円

控 上記以外の控 一般の控除対象配偶者 38万円 35万円
除

除対象配偶者 老人控除対象配偶者 48万円 45万円

一般の扶養親族 68万円 65万円

同居特別障害 特定扶養親族 83万円 80万円

扶 者である扶蓑
同居老親等以外 78万円 75万円親族 老人扶

養 養親族 同居老親等 88万円 85万円

控
一般の扶養親族 38万円 35万円

除
上記以外の扶 特定扶養親族 53万円 50万円

養親族
老人扶 同居老親等以外 48万円 45万円

養親族 同居老親等 58万円 55万円

所
得
税
の
主
な
改
正
点
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1996年（平成8年）2月1日

第888号 てq、(6) 

市役所
代表電話

雪 85-1111

子
育
て

講

座

合
ム
〗
惑

釜
1

さ傘稟
磁
控
竺
溢腿滋涵蜃

碑

傘

傘薗
盛
△
傘
傘
傘葛

金
盆
墜

食
名
傘

に

S血
し

24日開催

/
1
1

,
 

．．
 

、

¥
、,
｀̀

春
を
待
つ
落
葉
樹
は
、
枝
先
に

個
性
豊
か
な
冬
芽
を
つ
け
て
い
ま

す
。
冬
芽
を
見
分
け
る
こ
と
で
木

の
名
前
を
知
る
、
冬
な
ら
で
は
の

観
察
会
（
写
真
・
昨
年
）
を
行
い

ま
す
。
や
さ
し
い
検
索
表
を
使
い

ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
大

.
"
t
•

I
t心

ッ`

．
入

3
.；
．
マん

A
f

案内図

ロ□竺/至八王子 北野街道 71 至iii幡

丈
夫
で
す
。
暖
か
い
服
装
と
履
き

慣
れ
た
靴
で
、
気
軽
に
こ
参
加
＜

だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
木
の
枝
を
使
っ

た
炭
作
り
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
11
2
月
24日
山
午
前
10時

ー
正
午
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11南
平
丘
陵
公
園
（
集
合

は
同
公
園
管
理
棟
）
※
案
内
図
参

照▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具
、
虫
眼
鏡

▽
指
導
11播
本
正
常
氏
、
右
田
賓

氏
、
杉
浦
忠
機
氏
（
東
京
都
み
ど

恭

aで
9
く
る
四
国
っ

<
o

方
（
こ
夫
婦
一
方
の
参
加
も
可
）

▽
定
員
1115人
（
先
着
順
）

※
2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。

▽
申
込
み
1
1
2月
10日
出
ま
で
に

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(6
8
4
.

2
7
3
3
)

へ

り
の
推
進
委
員
日
野
地
区
会
）

▽
参
加
方
法
11
直
接
集
合
場
所
へ

（
当
日
自
由
参
加
）

▽
問
合
せ
先
11公
園
緑
政
課
6
内

線

362

., ．．．
 

▽
利
用
期
間
1
1
4月
1
日
回
＼
切

年

3
月
31日
⑪

▽
申
し
込
み
受
け
付
け
1
1
2月
10

日
出
ま
で

※
抽
選
日
等
詳
細
は
各
館
へ
問
い

合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
中
央
図
書
館

(
6

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
回
転
市
場
は
、
日
こ
ろ
皆
さ
ん

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
中
古

衣
類
な
ど
の
販
売
と
資
源
回
収
活

動
を
通
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

毎
日
楽
し
く
子
育
て
し
て
い
ま
い
。

進
、
こ
み
減
量
を
目
指
し
て
い
ま

す
か
。
お
母
さ
ん
ひ
と
り
で
悩
ん
▽
日
時
11
2
月
17日
出
午
前
10
時

す

。

で
い
ま
せ
ん
か
。
子

育

て

は

夫

婦

ー

正

午

今

回

、

そ

の

活

動

の

一

環

と

し

で
か
か
わ
る
も
の
、
そ
し
て
夫
婦
▽
会
場
11女
性

セ

ン

タ

ー

て

、

リ

フ

ォ

ー

ム

講

習

会

を

開

催

の
仲
が
安
定
し
て
こ
そ
楽
し
く
な
▽
講
師
11
田
代
康
子
氏
（
昭
和
音

し
ま
す
。
タ
ン
ス
の
片
隅
に
眠
っ

る
も
の
で
す
。

楽

大

学

助

教

授

）

て

い

る

不

用

な

洋

服

や

余

り

布

を

ぜ
ひ
、
夫
婦
で
こ
参
加
く
だ
さ
▽
対
象
11未
就

学

児

を

育

て

中

の

利

用

し

た

小

物

の

作

り

方

を

学

▼
ょ
―-
9

-ー-.
9

.――-
9

.―
ー
ーヽ

•-『-
9

.=
-

9

.―
―-

9

-
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-

9
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-9
．̀-l-
9
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．
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0

．
u
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9
`

＃
．

9

.
-
h．
ヽ
｀

号

9

.

ぞ
•

9

｀

争

ヽ

｀
・
全

ヽ

｀
9＿
-
u.
9
｀

吾

ヽ
9

0

.
全
.
9

.―
ーb

•
O

.ニ
=
.
o

．合
・
o

．毎
．
ヽ
｀

号

ヽ
｀

虐

ヽ

｀
．委
．
9

｀
き
・
ヽ
｀
奎

．
9
`

．壽
・
ヽ
｀

差

ヽ
｀

．

4

-

＠
日
野
市
「
沼
津
海
の
家
」
事
業

憚一

し
た
。

二

鯛

の

お

い

し

い

季

節

ぜ

ひ

、

お

出

掛

け

く

だ

さ

い

。

の
申
込
み
・
問
合
せ
先

i

＠
沼
津
「
鯛
ま

つ

り

」

▽

申

込

み

11
電
話
で
沼
津
観
光
叫

-

▽
期
間
1
1
3月
15日
幽

ま

で

協

会

(6
0
5
5
9
.
6
3
.
3
2

-

一

冬
の
沼
津
へ
行
き
ま
せ
ん
か

-
日
野
市
「
沼
津
海
の
家
」
事
業
年
間
を
通
じ
て
そ
の
費
用
の
一
▽
内
容
11
通
常
料
理
に
鯛
（
た

2
8
)
へ
※
申
し
込
み
に
は
一
―

i

は
、
市
民
の
方
が
沼
津
市
内
の
部

(
1人
1
泊
2
千
円
）
を
割
り
い
）
料
理
3
品
（
鯛
の
し
ゃ
ぶ
し
部
の
宿
泊
施
設
を
除
き
予
約
金
-

一｛
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
に
引
く
も
の
で
す
。
こ
の
冬
、
沼
津
ゃ
ぶ
、
鯛
の
荒
煮
、
鯛
め
し
）
を
が
必
要
。
ま
た
、
市
内
事
業
所
の
-

5
81

の

民

宿

で

は

、

無

料

サ

ー

ビ

ス

親

睦

（

し

ん

ほ

く

）

旅

行

な

ど

で

i

つt
.

胃

ん

瓜

砂
ば

皆
さ
ん
に
旬
▽
対
象
施
設
11
沼
津
市
内
の
民
利
用
の
際
は
、
各
事
業
所
の
福
一

Jヽ

；
滋

（
し
ゅ
ん
）
の
味
宿
※
4
人
以
上
で
申
し
込
み
を
利
厚
生
担
当
課
等
で
在
勤
の
証

i

滋

cm：

塁
を
楽
し
ん
で
▽
料
金
11
1
泊
2
食
付
き
、

1

明
を
受
け
て
か
ら
申
し
込
み
を
～

い
た
だ
け
る
企
人
6
千
500円
か
ら
（
割
り
引
き
▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
8
1
-

ぅ
繹~
J

表
5

画
を
用
意
し
ま
前
の
金
額
）

．．
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1
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-
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i
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日
野
市
「
沼
津
海
の
家
」
事
業
の
ご
利
用
を

一

.
9
し

一

四綱

，
；
；
；
；
；
；
；
；
；
；
；
；
；
；
，＇
；
；
；
；
；
；
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一
号
：
•＾
=
-
—.... ―――マ・全
-
i
__ 
＿＿
 
...
 
――-F.u-て
.. 

-=-― 
.. ぃー

＂ 如
市
で
は
、
緑
地
内
の
雑
木
林
所
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

[

曹
の
若
返
り
を
図
る
た
め
、
現
在
、
周
辺
の
住
民
の
方
々
に
は
こ
迷
叫ー

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
『I

 

□明
芽
（
ほ
う
が
）
更

皿
新
作
業
を
進
め
て
い
め
を
が
、
こ
理
解
・
こ
協
力

i

解

を

お

願
い
し
ま
す
。

畑

た
こ

の

業

理

▽

場

所

11平
山
京
王
叫

呻
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、

呵
緑
地
内
の
雑
木
を
す
り

こ

緑
地
（
平
山

6
の

叫

乍

返

4
'

ー

-

52)
、
神
明
上
第
7
緑

[

若

新

―

Ill

へ
て
切
り
、
・
そ
の
切

呻
り
株
か
ら
の
芽
吹
き
の
更

・

叫
を
育
て
て
い
く
も
の
林
芽

，＇’}

地
（
日
野

5
9
6
呻

6
)
、
東
光
寺
第
2
緑
畑

木

[
で
‘
雑
木
林
の
継
続
雑
萌

＇ 

i

的

な

維

持

に

は

不

可

地

（

栄

町

5
の
10)

．

＇ 

▽
担
当
11
公
園
緑
政
課
6
内
線

[

呻
欠
な
も
の
で
す
。

呻

3
月
ま
で
引
き
続
き
次
の
場
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8
1
.
7
3
5
4
)
／
高
幡
図
書
館

(6
9
1
.
7
3
2
2
)
／
百
草
図

書
館

(C
9
4
.
4
6
4
6
)

リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会

び
、
＂
暮
ら
し
を
見
直
す

II

こ
と
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
11
2
月
17日
出
…

ミ
ニ
ひ
な
人
形
つ
く
り
／
3
月
2

日
中
・
・
ド
ー
ル
針
刺
し
つ
く
り

▽
時
間
11午
後
1
時
1
3時

▽
会
場
11多
摩
平
団
地
東
集
会
場

▽
定
員
1130人
（
先
羞
順
）

▽
持
ち
物
11は
さ
み
、
糸
、
釦
、

も
の
さ
し
、
筆
記
用
具

▽
申
込
み
11電
話
で
、
ひ
の
市
民

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
回
転
市
場

(6
8
7
.
8
7
0
7
)
へ
※
火
曜

日
1
土
曜
日
の
正
午
ー
午
後
4
時

に
受
け
付
け

t
-
-
t
:
.
1
-
•
1
:
•
1
-
.
1
-

疇

生
活
の
ひ
ろ
ば
で

資

源

回

収

石
け
ん
も
販
売

◎
資
源
回
収

▽
日
程
・
回
収
団
体
1
1
2月
15日

困
・
・
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

(6
8
1
.
0
2
6
5
)
／
29
日
困

…
市
民
自
治
学
園
O
B会

(685

.
1
3
0
8
)
 

▽
時
間
11午
後
0
時
30分
ー
2
時

30分

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場
で

き
ょ
う
か
ら
受
け
付
け

ー

東
部
会
館
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
6
8
1
.
4
3
1

1
を
6
8
3
.
4
3
1
ー
に
訂
正
し

ま
す
。

（
生
活
課
）

..
 
,
 .. ,
 ．．
 ,•T
•
:•I:•I 

▽
回
収
品
11び
ん
、
缶
、
新
聞
紙
、

雑
誌
、
古
布
、
段
ボ
ー
ル
、
牛
乳

パ
ッ
ク

◎
石
け
ん
の
販
売

▽
日
時
1
1
2月
1
日
困
午
後
0
時

30分
1
2時
30分

▽
担
当
団
体
11日
野
市
消
費
者
運

動
連
絡
会

(
6
8
1
.
4
1
1
2生

活
課
内
）

以
上
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
生
活

の
ひ
ろ
ば

（生
活

・
保
健
セ
ン
タ

ー
前
）

4月24日(7ド

午後6時

30分開演

第4回世界女性会議NGOフォーラム参加者

によるバネルティスカッション

曲嘉がら旦罪築固尽固肋て
共催：日野市女性社会事業協会・女性センター
問合せ先：日野市女性社会事業協会（合85-0065)

12
月

15
日
号

4
.
5面

特

集

記

事

の

訂

正

h
木
ひ
ろ
し
弾
き
・
語
り

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

全席指定1人4枚まで

［ご麿認盟
B席 5,000円］

1巳月3日（土）発売 I

午前9時窓口優先発売
（電話予約は午後2時から）

12月
1
日
号
に
続
き
、
本
欄
で

は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
答
申
の
要
旨
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

3
、
資
源
化
の
促
進

不
用
化
し
た
製
品
は
、
そ
の
ま

ま
使
う
、
形
を
変
え
て
使
う
、
異

な
っ
た
用
途
を
工
夫
す
る
こ
と
等

を
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
時
に
資
源
物
の
資
源
化
を

促
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
資
源
化
施
策
の
現
状
と
課
題

イ、

資
源
物
分
別
収
集
事
業
の
現

状①
日
野
市
で
は
1
9
9
3
年

（平
成
5
年）

5
月
よ
り
、
小

・
中
学
校
28校
で
缶
を
回
収
す

る
事
業
を
始
め
た。

児
童
•
生

徒
が
登
校
時
に
持
ち
込
ん
で
い

る
が
、
教
育
の
場
に
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
は
、
環

境
教
育
の

一
環
と
し
て
の
意
味

も
持
っ
て
い
る
。

②
同
年
10月
よ
り
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
で
資
源
物
の
分
別
収

集
を
モ
デ
ル
事
業

（市
域
の
約

23％
に
当
た
る
）
と
し
て
開
始

し
た
。
市
域
を
浅
川
の
北
側
と

南
側
地
域
に
分
け
、
北
側
地
域

を
毎
月
第
1
•

第
3

金
曜
日

に
、
南
側
地
域
を
第2•

第
4

金
曜
日
に
収
集
し
て
い
る
。
な

お
、
回
収
容
器
は
収
集
日
の
前

日
に
設
置
し
、
収
集
は
容
器
こ

と
行
う
も
の
で
、
常
設
で
は
な

い
。
収
集
は
日
野
市
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
に
委
託

し
て
い
る
。
収
集
品
目
は
新
聞
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ

ク
、
び
ん
、
缶
、
古
布
の
7
品

目
で
、
協
同
組
合
の
手
に
よ
り

資
涼
化
の
ル
ー
ト
に
乗
せ
て
い

る
。
た
だ
し
、
び
ん
（
カ
レ
ッ

ト
）
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
内
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
一
時
保
管
し
、
一
定
量
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
メ
ー
カ
ー
に
引

き
渡
し
て
い
る
。

③
1
9
9
4
年
（
平
成
6
年）

10月
よ
り
7
8
.
5％
の
地
域
に

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
、
モ

デ
ル
事
業
か
ら
本
格
事
業
へ
と

の
位
置
付
け
を
し
て
い
る
。
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
、
学
校
を
含

め
165カ
所
と
な
っ
た
。

ロ
、
集
団
回
収
奨
励
事
業
の
現
状

各
地
域
に
あ
る
任
意
の
団
体

が
行
っ
た
資
源
回
収
の
回
収
量

に
応
じ
て
、
奨
励
費
を
支
払
っ

て
い
る
。
回
収
団
体
は
1
9
9

3
年
度
の
登
録
数
が
201団
体
あ

る
。
奨
励
費
の
単
価
は
、

1
誌

立
フ
に
つ
き
紙
類
、
布
、
ガ
ラ
ス

は
8
円
、
ア
ル
ミ
は
25円
で
あ

る
。
1
9
9
3
年
度
の
回
収
総

量
は
約
2
千
920トンで、

奨
励
費

の
総
額
は
2
千
373万
9
千
517円

で
あ
っ
た
。
日
野
市
に
お
け
る

資
源
化
は
金
霞
類
を
除
く
と
集

団
回
収
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
い
え
る
。

ハ、

資
源
化
施
策
の
課
題

①
資
源
物
分
別
収
集
は
早
急
に

短
期
的
な
課
題
と
し
て
の

全
市
域
で
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

②
現
行
の
資
源
化
施
策
は
従
来

か
ら
資
源
化
の
ル
ー
ト
が
敷
か

れ
て
い
る
品
目
に
つ
い
て
収
集

さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
資
源

と
し
て
価
直
の
あ
る
も
の
は
す

べ
て
が
そ
の
対
象
物
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
生
産

量
、
廃
棄
物
が
急
増
し
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

資
源
化
策
の
策
定
が
急
務
で
あ

る
。

③
現
在
、
資
源
化
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
施
設
に
お
け
る
金

属
の
資
源
化
を
除
け
ば
、
集
団

回
収
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い

わ
け
で
あ
る
が
、
任
意
団
体
に

よ
る
回
収
は
不
安
定
な
要
素
が

あ
る
。
例
え
ば
、
子
ど
も
会
で

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
子

供
の
数
の
減
少
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
会
の
存
続
が
成
り
立
た
な

い
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い

る
。
ま
た
、
回
収
物
の
価
格
割

れ
が
起
き
、
い
わ
ゆ
る
逆
有
償

の
現
象
が
起
き
る
と
、
集
団
回

収
は
困
難
と
な
る
。
行
政
は
集

団
回
収
の
み
に
依
存
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
行
政
の
責
任
に
お

い
て
、
資
源
化
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
を
課
題
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課
）

施
策
の
展
開 デ
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▲七生中のオペレッタ （昨年）

「いま公民館が新しい」 日程表 （表 1)

保谷市柳沢公民館運営
審議会委員

奥津とし子氏

和光大学教授

小林文人氏

「お茶の間のエコノミスト養成講座」日程表 （表 2)

日本銀行国際局

鎮目雅人氏

富士総合研究所主事
研究員

関澤美穂氏

野村総合研究所政策研
究センター主任研究員

関志雄氏

文教大学教授

森田桐郎氏

生
涯
学
習
時
代
と
言
わ
れ
て
い

＠
い
ま
公
民
館
が
新
し
い
1
生
涯

学
習
時
代
の
公
民
館
と
私
た
ち
の

学
習
ー

ま
す
。
新
た
な
社
会
教
育
の
在
り

方
が
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。社

会
教
育
と
は
、
ま
た
生
涯
学

習
と
は
何
か
を
、
い
ま
あ
ら
た
め

て
問
い
な
が
ら
公
民
館
の
将
来
像

を
創
造
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
1
1
表
1
の

と
お
り

▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館

▽
定
員
11
30人
（先
着
順
）

日
本
経
済
の
今
後
を
考
え
る
う

え
で
、
世
界
経
済
の
動
向
や
抱
え

て
い
る
問
題
点
を
理
解
し
て
お
く

視
覚
障
害
者
が
「
マ
ラ

ソ
ン
を
し
た
い
」
と
い
う

強
い
希
望
か
ら
始
ま
っ
た

「
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
も
11回
目
。

こ
と
し
も
5
芸
店
の
コ
ー
ス
を

=＝＝＝=＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝=＝=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝=-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-===＝=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝=-=-＝＝＝＝＝ 

45分
ー
午
後

3
時

▽
会
場
1
1
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先
11
同
発
表
会
実
行
委

員
会
（
大
坂
上
中
6
8
6
.
7
9
2

2
)
 

社会教育ガイダンス
～社会教育法と生涯学習振興法
…どう違う、 二つの法律

私にとっての公民館
・・・保谷市生涯学習推進計画に

参加して

市民と公民館、そして社会教育

庶民からみた米国経済の現状

アジア経済の拡大と深化
～アジ ア新時代は至l」来するか

第三世界の経済事情
～先進国との関係で考える

心
身
障
害
学
級
を
設
置
し
て
い

る
市
内
の
小
・
中
学
校
と
都
立
七

生
養
護
学
校
の
合
同
学
習
発
表
会

を
行
い
ま
す
。

こ
の
学
習
発
表
会
は
、
こ
と
し

で
9

回
目
で
、
児
童
•
生
徒
が
演

劇
や
合
唱
な
ど
を
披
露
し
、
日
r
J

ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2月
23日
⑤
午
前
9
時

>£会t̂
浸よょし

＠
お
茶
の
間
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
養

成
講
座
ー
世
界
経
済
編

申
込
み
・
問
合
せ
は

6
8
1
.
7
5
8
0
ヘ

⑳日99目
ゃ剥Bが9箇
各種教室の一ゴ
三参加者募集

ー

視
覚
障
害
者
の

j

旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
講
座
で
は
、
だ
れ

に
で
も
分
か
る
II

世
界
経
済
入
門
II

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

世
界
経
済
を
取
り
上
げ
て
、
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す。▽
日
時
・
内
容
・
講
師
1
1
表
2
の

と
お
り

▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
定
員
1130人
（
先
着
順
）

⑥
ハ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン

2
月
例
会

「
松
尾
健
市
バ
リ
ト
ン
独
唱
ー
日

本
の
歌
」

昨
年
オ
ハ
イ
オ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
ポ
リ
ス
で
の
オ
ペ
ラ
「
ト
ス
カ
」

の
ス
カ
ル
ピ
ア
役
で
出
演
し
た
、

松
尾
健
市
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

▽
日
時
1
1
2月
16日
⑥
午
後
7
時

か
ら

▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館

▽
内
容
11「
待
ち
ほ
う
け
」
「
叱
（
し

か
）
ら
れ
て
」
「
落
葉
松
」
ほ
か

▽
定
員
11
70人
（
先
着
順
）

＠
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級
ス
ケ

ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
者
青
年
学
級
は
、
障
害
者

と
健
常
者
が
「
と
も
に
生
き
、
と

も
に
学
ぶ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

2
月
の
定
例
会
で
は
ア
イ
ス
ス

国
民
金
融
公
庫
で
は
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
進
学
・
在
学
資

金
な
ど
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
1
1
高
校
・
短
大
・
大
学
（
留

学
も
可
）
・
専
修
学
校
へ
の
入
学
者

と
在
学
者
の
保
護
者

▽
融
資
額1
1

学
生
•
生
徒l
人
に

つ
き
150万
円
以
内

．

▽
利
率
11年
3
.
2
5
%
（
昨
年
12

月
20日
現
在
）

＇

▽
返
済
方
法
1
1
8

年
以
内
で
毎
月

元
利
均
等
返
済
※
ボ
ー
ナ
ス
増
額

・
ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可

視
覚
障
害
者
が
走
り
ま
す
。

大
会
に
向
け
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
連
絡
は

今
月
中
に
。
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
大
会
日
程
1
1
3月
20日
閲

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
11大
会

当
日
及
び
練
習
の
際
の
伴
走
、
交

通
整
理
等
※
伴
走
の
事
前
講
習
も

あ
り
ま
す

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
光
の
家

(
6

8
1
.
2
3
4
0
)
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級
で

は
、
来
年
度
の
作
業
訓
練
教
室
と

社
会
適
応
訓
練
教
室
の
参
加
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
送
迎
バ

ス
の
利
用
希
望
の
方
は
併
せ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
11作
業
訓
練
教
室
…

7
教

室
／
社
会
適
応
訓
練
教
室
・
・
・

8
教

室
※
日
程
、
教
室
名
等
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を

▽
対
象
11市
内
に
在
宅
の
身
体
障

害
者

・

▽
申
込
み
1
1
2月
10日
出
ま
で
に

つ
ば
さ
学
園
（
旭
が
丘
2
の
426

8
2
.
3
4
0
0
/
F
A
X
8
2
.
3
 

4
0
1
)

へ

茄
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第

10回
定
例
会
が
1
月
11日
に
開
か

ケ
ー
ト
教
室
を
行
い
ま
す
。
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

▽
日
程
1
1
2月
18日
⑭

▽
会
場
1
1
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

▽
対
象
11
16歳
以
上
の
方

▽
費
用
11千
円

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

詳
し
く
は
国
民
金
融
公
庫
八
王

子
支
店

(
6
0
4
2
6
.
4
6
.
7

7
l
l
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

.,．,． 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＠
五
小
家
庭
教
育
学
級

▽
日
時
1
1
2月
3
日
出
午
後
2
時

か
ら

▽
会
場
11
五
小
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容
1
1

「
愛
音
（
あ
い
ね
）
」
コ

ン
サ
ー
ト
※
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

◎
一
小
家
窟
教
育
学
級

▽
日
時
1
1
2月
17日
出
午
後
2
時

1
4時

▽
会
場
11
二
小
図
書
室

▽
内
容
11子
供
の
サ
イ
ン
見
え
ま

す
か
（
い
じ
め
ら
れ
る
子
、
い
じ

め
る
子
）

2

月

の

家
庭
教
育
学
級

▽
講
師
1
1
山
岸
輝
昭
氏
（
八
王
子

市
教
育
相
談
貴
）

以
上
▽
問
合
せ
先
11社
会
教
育

課
6
内
線
534

の

び

の

び

通

信

第
4
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
び
の
び
通
信
（
ホ
ー
ム
ス
タ

デ
ィ
乳
幼
児
講
座
）
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
2月
3
日
出
午
前
10時

ー
11時

▽
会
場
11第
五
幼
稚
園

▽
内
容
1
1
犬
飼
先
生
の
一
人
劇
場

ー
影
絵
と
遊
び
歌
な
ど
ー

▽
講
師
11犬
飼
聖
二
氏
（
あ
そ
び

工
房
ら
い
お
ん
バ
ス
代
表
）

▽
問
合
せ
先
11社
会
教
育
課
6
内

線

534
図
書
館
の
1
-

[
ー
お
話
し
会
ー

▽
日
程
・
会
場
1
1
2月
7
日
困
・

21

日
困
：
高
幡
図
書
館

(
6
9
1
.
7
3

2
2
)
／
14日
困
・

28日
困
…
中

央
図
書
館

(
6
8
1
.
7
3
5
4
)

▽
時
間
・
対
象
1
1
①
午
後
3
時
…

幼
児
②
午
後
3
時
30分
…
小
学
1

•
2

年
生
③
午
後4
時
・
・
・
小
学

3

年
生
以
上

※
2
月
11日
⑭
は
祝
日
の
た
め
、

図
書
館
は
休
館
に
な
り
ま
す
。

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

こ。f
 

＠
審
議
事
項

▽
第
18期
日
野
市
青
少
年
委
員
の

解

嘱

に

つ

い

て

同

意

＠
協
議
事
項

▽
祁
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
の

教
育
目
標
（
案
）
に
つ
い
て

▽
日
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局
処

務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

＠
報
告
事
項

▽
祁
年
度
日
野
市
立
幼
稚
園

(
2

年
保
育
）
募
集
要
項
（
第
2
次）

に
つ
い
て
ほ
か
2
件

次
回
の
定
例
会
は
、

2
月
6
日

g
午
後
2
時
に
開
催
予
定
で
す
。

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
）
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一

手
で
創
造
し
て
い
く
も
の
な
の
』

で
す
。

i

市
内
で

3
千

206人
が
新
成
人
に

一

私
達
は
若
さ
を
い
か
し

積

極
的
な
思
考
と
行
動
で
社
会
に
一

＂
成
人
式
で
愈
来
鋤
漉
烹
誓
い

"

1
月
15日
、
市
民
会
館
大
ホ
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
貢
献
す
る
た
め
、

精
一
杯
の

努

-

一
'
ー
ル
に
お
い
て
「
日
野
市
成
人
に
見
守
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
成
長
力
を
す
る
覚
悟
で
こ
さ
い
ま
一

一
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
皆
す
。

〗
市
内
の
新
成
人
は
3

千
2
0
6
人
様
方
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
…
…
…
…
略
•
…
•
…
…
•
一

一
（
男
性
千
748人
、
女
性
千
458人）
。

甘
え
る
こ
と
な
く
、
自
ら
を
社
平
成
八
年
一
月
十
五
日
”

一

〗
式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
会
と
い
う
規
範
に
照
ら
し
、

責

新
成
人
代
表
西
村
寛
之
＂

一
平
山
窟
の
西
村
寛
之
さ
ん
と
任
あ
る
行
動
を
と
る
所
存
で
t
J

'

長
谷
川
由
貴
＂

[
長
谷
川
由
貴
さ
ん
（
写
真
）
が
誓

ざ
い
ま
す
。

（

原
文
抜
粋
）
｛

．
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
私
達
の
責
務
は
、
「
明
る
＜
希

i

次
に
誓
い
の
言
葉
を
紹
介
し
望
に
あ
ふ
れ
た
社
会
づ
く
り
に

ふ

§

一
1

ま
す
。

参

加
し
、
行
動
す
る
こ
と
」
で
あ

い
恐

f
.少
[
ロ

◇
誓
い
の
言
葉
◇
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
残
念

裏

"

[
§.？

一
研
本
日
、
こ
こ
に
成
人
を
迎
え
な
が
ら
昨
今
は
不
景
気
や
社
会

5

開
巳
'9,＂',

贔
硲．5

、

一
る
私
達
を
記
念
し
て
、
こ
の
よ
不
安
な
ど
暗
い
状
況
が
続
い
て

ふ

了
つ
に
盛
大
な
式
典
を
取
り
行
っ
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
在
を
生

r
誓
ぃ
裟
．
v

一
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
き
る
私
達
は
こ
の
困
難
の
時
代

｝
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
に
立
ち
向
か
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な

～
私
達
は
今
ま
で
、
両
親
や
先
り
ま
せ
ん
。
未
来
は
自
分
達
の

・ヽ・・・・・ー：`
｀ヽ
｀
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[
第
薗
市
民
体
育
大
会
の
う
市
民
体
育
大
会
結
果
報
告
〗

-

（
ち
競
技
の
終
了
し
た
種
目
の
結

/
果
を
発
表
し
ま
す
（
霞
者
・
▽
中
学
生
の
部
11高
幡

台

タ

イ

人

が

参

加

”

一
団
体
の
み
。
敬
称
略
）
。

ガ
ー
ス

▽
一
般
男
子
1
1
東
電

学

園

「

匹
【
軟
式
野
球
】

▽
一
般
一
部
11東
芝
日
野

▽
一
般
女
子
11巨
魂

会

一

~
7

月
1
6日
か
ら1
1月
3

日
ま

▽
一
般
二
部11帝
人
日
野

▽
家
庭
婦
人1
1
豊
友
ク
ラ
ブ
，

＂
嘉
日
間
。

2
千
216人
が
参
加
。

▽

一般一一一部
11ダ
ン

ド

ン

▽

中

学

男

子

11
三
中

A

-

一

▽
小
学
生
の
部
11南
平
ア
ト
ム
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▽
中
学
女
子
11
平

山

中

叩

ー
ズ

9
月
24日
ー
11月
3
日、

750

（体
育
課
）
）
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 応急救護法

ーキャ ンプ等で役立つ
応急処置～

日野消防署

救急救命士

レクリエーションの

指導法
ー集団ゲームの構造と

その理論～

全国 子ども会連
合会事務局長

宇田川光雄氏

マクラメ（注） 日本手芸贅及協会
～野外活動のひと時に 手編み・マクラメ講師
できるアクセサリー作リ ～1 根津鈴子氏

（注） マクラメ・・・ ひもを編んで模様を作るレース編みの一種
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1996年（平成8年）2月1日

第888号 乙の
市役所
代表電話

霊85-1111

'
，
1
 

，
 

＼
 

(8) 

●
日
野
子
ど
も
劇
場
幼
児
例
会

▽
日
時

1
1
2月
4
日
午
前

11時
か

ら
▽
会
場

11南
平
西
部
地
区
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11
ェ
ッ
コ
・
ワ
ー
ル

ド
こ
ろ
こ
ろ
劇
場
に
よ
る
人
形
劇

「
ト
ラ
ッ
ク
と
ら
す
け
」
※

4
歳
以

上
の
会
貴
制
。
当
日
入
会
（
入
会
金

500
円
、
月
千
ZoO円
）
で
鑑
賞
可
▽
問

合
せ
先
11同
劇
場
事
務
局

(691

.
5
1
3
6
)
 

■第
1
回
日
野
市
民
憲
法
記
念
行

事
実
行
委
員
会

▽
日
時

1
1
2月
4
日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
1
1
憲
法
記
念
日
を
中
心

に
行
う
市
民
憲
法
記
念
行
事
に
向

け
、
企
画
等
を
話
し
合
う
▽
問
合

せ
先

11笹
本

(
6
8
6
.
7
9
2
9
)

平
成

8
年
度
採
用

平
成

8
年
度
採
用
の
日
野
市
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
受
験
資
格

11別
表
の
と

お
り
（
病
院
職
員
は
別
掲
記
事
参

照
。
以
下
同
じ
）

▽
募
集
人
数
1
1
い
ず

れ
の
職
種
も
若
干
人

▽
提
出
書
類

11①
所

定
の
試
験
申
込
書

（
市
役
所
4
階
職
貝

課
、
七
生
・
多
摩
平

両
支
所
で
配
布
）

②

最
終
学
歴
の
卒
業

（
ま
た
は
見
込
み
）

証
明
書
と
成
績
証
明

書
③
保
健
婦
は
資
格

取
得
（
ま
た
は
見
込

み
）
証
明
書

▽
応
募
方
法

11
2
月

凡
募集職種と受験資格

大学卒
1966年 4月2日以
降生まれの方

短大卒程度
（高卒を含む）
1969年 4月2日以
降生まれの方

1966年 4月2日以
降生まれの方

学校教育法による大学、短期
大学（高等専門学校を含む）、
高等学校及び高等学校卒業を
条件とする 2年制以上の専門
学校の土木課程を卒業してい
るか、 1996年 3月31日までに
卒業見込みの方

保健婦の資格を取得している
か、または市が定める日ま で
に取得見込みの方

ごあM如

容
1
1
親
子
で
子
ど
も
の
年
齢
に
合

っ
た
ク
ラ
ス
に
入
り
半
日
を
過
こ

す
▽
定
員

11各
日
親
子
1
組
※
車

で
の
来
園
は
不
可
▽
問
合
せ
先
II

同
園

(
6
8
4
.
3
6
9
0
)

■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時

11
2
月
6
日
午
前

9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11映
画
上

映
、
概
要
説
明
※
入
会
受
け
付
け

は
後
日
▽
問
合
せ
先
1
1
同
セ
ン
タ

ー

(
6
8
1
.
8
1
7
1
)

■ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
初
心
者
無

料
講
習
会

▽
日
時

11
2
月
7
日
か
ら
毎
週
水

曜
日

(10回
）
午
後

7
時
1
8時
30

分
▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館
▽
問
合

せ
先

11日
野
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
（
小
渕

C
8
6
.
1
5
0
6夜
問
）

■不
登
校
で
お
悩
み
の
方
、
一
緒

に
話
し
合
い
ま
せ
ん
か

〶
お
お
く
ぼ
保
育
園
・
見
学
交
流▽
日
時
・会
場1
1
2
月
1
1日
午
後

▽
日
時

1
1
2月
5
日
1
2
3日
午
前

1
時
30分
ー
5
時
…
南
平
西
部
地

9
時
45分
ー
正
午
（
土
曜
・
日
曜
区
セ
ン
タ
ー
、

24日
午
前

10時
ー

日
を
除
く
）

▽
会
場
1
1
同
園
▽
内
正
午
・
・
・
中
央
図
書
館
集
会
室
▽
問

-．．．．．．．．．．．．．． 
―-
．．．．．．．． 
――-
....... -
1
-

―
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-.1 ....... 
I
・

日
野
市
職
員
募
集

14日
・

15日
午
前

9
時
ー
正
午
．

午
後

1
時
1
4時
に
市
役
所

4
階

職
員
課
へ
持
参

※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み
不
可
。

▽
第
1
次
試
験

11
2
月
18日

合
せ
先

11不
登
校
を
考
え
る
親
の

会
（
原
6
9
1
.
2
9
8
0
)

ゑ
[

※
〶
印
は
市
が
行
う
も
の
、■印
は
団
体
・
個
人
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

■つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
産
休
代
替

職
員
募
集

▽
勁
務
期
間

1
1
2月
13日
ー
3
月

31日
※
健
康
で
明
る
い
方
、
有
資

格
者
を
希
望
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
1
1
同
園

(
6

9
1
.
6
1
5
3
)
 

■日
野
市
民
文
学
会

同
人
誌
14号
原
稿
募
集

▽
創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、

詩
、
短
詩
形
文
学
な
ど
の
原
稿
を

募
集
▽
締
め
切
り
日

1
1
4月
20日

▽
発
行

1
1
6月
上
旬
▽
問
合
せ
先

11園
部

(
6
8
3
.
9
7
1
0
)

■食
事
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

▽
身
体
障
害
者
通
所
施
設
「
ワ
ー

一●――
.............. ―●-

．．．．．．． 
―――
.
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．．．．．．． ——————•
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—•-— 
.....• 

―――ー●一ー
・

▽
問
合
せ
先

11職
晨
課
6
内
線
441

病
院
職
員
募
集

▽
職
種
・
募
集
人
数
1
1
臨
床
検
査

技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
理
学

療
法
士
各

l
人

▽
応
募
資
格

11
1
9
7
1年
4
月

2

日
以
降
生
ま
れ
の
有
資
格
•
取

得
見
込
み
（市
の
摺
定
日
ま
で
）者

▽
提
出
書
類

11試
験
申
込
書
（
市

役
所
4
階
職
貝
課
、
市
立
総
合
病

院
で
配
布
）
、
最
終
学
歴
の
卒
業
・

見
込
み
証
明
麿
、
成
績
証
明
書
、

資
格
証
明
書
（
見
込
み
者
は
不
要
）

▽
申
込
み

1
1
2月
6
日
ま
で
の
午

前
9
時
ー
午
後

5
時
に
日
野
市
立

総
合
病
院
(
〒
191多
摩
平
6
の
1

の
1
)
へ
持
参
か
郵
送

▽
試
験
日

1
1
2月
14日

▽
問
合
せ
先
1
1
同
総
合
病
院

(
6

8
1
.
2
6
7
7
)
 

ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ
屋
」
で
、

月
曜
日
ー
土
曜
日
の
う
ち

1
回、

午
前

10時
30分
ー
午
後
1
時
30分

に
6
1
8人
分
の
食
事
作
り
※
材

料
は
用
意
し
ま
す
▽
問
合
せ
先
II

同
所

(
6
9
2
.
0
6
0
1
)

●
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
春
を
呼
ぶ
室
内
楽
の
タ
ベ

▽
日

時
11
2
月
10日
午
後

7
時
か
ら
▽

会
場

11同
セ
ン
タ
ー
▽
出
演

11ト

ゥ
ー
ル
弦
楽
四
重
奏
団
▽
費
用
1
1

2
千
500
円
▼
春
休
み
に
行
く
中
国

•
韓
国▽
日
程
1
1
①
中
国
（
上
海

・
南
京
）
…

3
月
27日
1
4月
2

日
②
韓
国
（
ソ
ウ
ル
・
温
陽
）
…

3

月
26日
1
3
0日
▽
内
容
1
1
①
南
京

外
国
語
学
校
生
と
の
交
流
ほ
か
②

日
帝
支
配
36年
の
跡
を
訪
ね
る
▽

費
用

11①
16万
5
千
円
②

13万
5

千
円
▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

|．
In
霧
が
峰
▽
日
程

1
1
2月
10日

1
1
2日
▽
費
用
11
4
万
4
千
290円

て
湯
け
む
り
ス
キ
ー•I
n野
沢
▽
日

程
1
1
2月
23日
（
夜
発
）

1
2
6日
▽

費
用
1
1
4万
6
千
350円
▼
会
員
募

集
▽
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
イ
ミ
ン
グ

▽
子
ど
も
体
操
教
室
「
ひ
ま
わ
り
」

「
わ
ん
ぱ
く
」
▽
は
じ
め
て
フ
ラ
ダ

ン
ス
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
同
セ
ン
タ

ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

杢
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
3
月
利
用
分
抽
選
会

▽
日
程

11
2
月
1
日
▽
区
分
・
会

場
・
集
合
時
間

11個
人
・
・
・
市
役
所

1
階
101会
議
室
に
午
後
7
時
／
団

体
…
多
摩
平
支
所
西
側
受
付
に
午

前
9
時
※
多
摩
平
第
一
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
整
備
工
事
の
た
め
使

用
で
き
ま
せ
ん
▽
問
合
せ
先
1
1
体

育
課
6
内
線

541

〶
市
立
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

野
球
場
の
使
用
に
つ
い
て

烹
四
体
登
録
に
つ
い
て
▽
使
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
団
体
登
録
が
必

要
で
す
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
平
日

利
用
者
の
み
、
野
球
場
は
全
日
）
。

新
規
登
録
及
び
更
新
の
受
け
付
け

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
▽
受
付
日
時

11

2
月
1
日
1
2
9日
午
前
9
時
ー
午

後
4
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
及

び
平
日
の
午
後
0
時
叩
分
1
1時

30分
を
除
く
）
▽
受
付
場
所
1
1
多

摩
平
支
所
西
側
の
受
付
事
務
所
▽

登
録
資
格

11市
内
在
住
・
在
勁
．

在
学
者
▼
施
設
の
使
用
開
始
▽
多

摩
平
第
一
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

4
月
1
日
か
ら
※
工
事
日
程
に
よ

り
変
更
の
場
合
あ
り
▽
野
球
場
…

5
月
1
日
か
ら
▽
問
合
せ
先
1
1
受

付
事
務
所

(
6
8
3
.
9
2
9
9
)

／
体
育
課
C
内
線

541

■少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
日
時

11柔
道
…
木
曜
・
金
曜
日

午
後
4
時
ー
5
時
、
剣
道
…
月
曜

•
水
曜
日
午
後3
時
3
0分i
午
後

5
時
▽
会
場
1
1
日
野
碧
察
署
内
道

場
▽
対
象

11市
内
在
住
の
小
3
i

中
学
生
▽
申
込
み

1
1
2月
15日
＼

25日
に
日
野
警
察
署
少
年
係

(
6

8
6
.
0
1
1
0
)

へ

〶
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
者
養
成
講

習
会

▽
日
時

11
2
月
25日
午
前

9
時
1

午
後

4
時
▽
会
場
1
1
南
平
体
育
館

▽
内
容

11審
判
実
技
指
導
、
技
術

指
導
▽
講
師
1
1
石
野
浩
靖
氏

(
I
・

H
.
I石
川
島
播
磨
重
工
業
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
）
、
三
輪
豊

氏
（
岡
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
、
日
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

会
員
▽
持
ち
物
1
1
筆
記
用
具
、
運

動
可
能
な
服
装
、
ボ
ー
ル
、
昼
食

▽
申
込
み
先

11体
育
課
6
内
線
541

逗
i

甲
市
内
中
学
校
美
術
作
品
展

▽
日
時

1
1
2月
4
日
ま
で
の
午
前

10時
i
午
後
6
時
※
4
日
は
午
後

3
時
ま
で
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11三
沢

中
（
及
川

6
9
2
.
5
0
1
7
)

■円
卓
会
議
「
あ
な
た
は
川
と
ど

う
い
う
関
係
？
」

▽
日
時

11
2
月
4
日
午
後

1
時
30

分
ー

5
時
▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館

▽
内
容

11川
と
ど
う
付
き
合
う
か

を
市
民
レ
ベ
ル
の
発
想
で
話
し
合

う
▽
問
合
せ
先
1
1
浅
川
生
き
も
の

研
究
会
（
山
本

6
8
3
.
6
7
8
8
)

■至
誠
ホ
ー
ム
い
き
い
き
生
活
作

品
展

▽
日
時

11
2
月
8
日
1
1
3日
午
前

10時
ー
午
後
6
時
30分
※

13日
は

午
後
3
時
ま
で
▽
会
場
1
1
立
川
高

島
屋

8
階
▽
内
容

11座
布
団
・
半

て
ん
・
陶
芸
品
等
同
ホ
ー
ム
刹
用

者
の
作
品
展
示
と
販
売
▽
問
合
せ

先
1
1
同
ホ
ー
ム
保
健
医
療
事
業
部

(
6
2
7
.
0
0
3
1
)
 

■新
潟
県
人
会
の
新
年
会

▽
日
時

1
1
2月
11日
正
午
か
ら
▽

対
象

11県
人
関
係
者
▽
費
用

1
1
6

千
500
円
▽
問
合
せ
先
1
1
小
出

(
6

8
1
.
6
6
9
7
)
 

■多
摩
地
域
交
流
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
—
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム2
1

▽
日
時

11
2
月
11日
午
後
0
時
30

分
ー
6
時
▽
会
場

11清
瀬
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
1
1
講
演

「
生
き
が
い
は
こ
う
し
て
つ
く
る
」

〶
地
域
の
チ
ビ
ッ
コ
あ
つ
ま
れ
！

あ
さ
ひ
が
お
か
・
ひ
ら
や
ま
合
同

移
動
児
童
館

▽
日
時

1
1
2月
7
日
午
前

10時
ー

11時
▽
会
場

1
1
J
R東
平
山
公
園

※
雨
天
は
東
宮
下
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
作
っ
て
遊
ぽ
う
▽
対
象

11乳
幼
児
と
保
護
者
※
問
い
合
わ

せ
は
両
児
童
館
へ

〶
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館
(
2月
）

6
9
1
.
7
0
0
1
 

▼
よ
う
じ
の
つ
ど
し
▽
日
程

・
対

象
等

11
1
日
（
豆
ま
き
）
・
21日
(
2

月
生
ま
れ
の
誕
生
会
）
…
1
歳
前

後
＼

3
歳
児
、

7
日・・・

2
.
3歳

児、

8
日
…

1
歳
前
後
児
▽
時
間

覇
[

ほ
か
▽
費
用
11500
円
▽
問
合
せ
先

1
1
日
野
生
涯
現
役
を
進
め
る
会

（
吉
野

6
8
2
.
3
3
6
9
)

■ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
険
「
早

春
の
植
物
と
野
鳥
＆
七
草
が
ゆ
」

▽
日
時

1
1
2月
18日
午
前

9
時
ー

正
午
※
京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅

集
合
。
小
雨
実
施
▽
会
場

11平
山

城
址
公
園
▽
費
用

11大
人

300
円

（
会
員
200円
）
、
子
供
100円
▽
定
員

1150人
※
小
学
3
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
▽
持
ち
物
1
1
わ
ん
、
は

し
、
敷
物
▽
申
込
み

1
1
2月
8
日

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電

話
番
号
を
記
入
し
、
多
摩
い
き
も

の
友
の
会

(-T191南
平

2
の
40の

25下
重
方
6
9
1
.
7
5
0
3夜
間
）

ヘ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
—
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ▽
日
時

1
1
2月
18日
午
後

6
時
30

分
1
9時
▽
会
場

11聖
蹟
桜
ヶ
丘

ザ
・
ス
ク
エ
ア
6
階
▽
費
用
1
1
千

500
円
※
軽
飲
食
あ
り
▽
問
合
せ
先

11リ
バ
テ
ィ
（
阪
田

6
8
3
.
9
9

8
8
)
 

11午
前

10時
30分
ー

11時
30分
▽

持
ち
物

11上
履
き
▼
人
形
劇
を
み

よ
う
▽
日
時

11
7
日
午
後

3
時
＼

4
時
▽
会
場
1
1
蕩
沢
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
内
容

11劇
団
な
る
に
あ
・「
青

い
鳥
」
※
幼
鬼
は
保
護
者
同
伴
▼

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
を
つ
く
ろ

う
▽
日
時

1
1
3月
2
日
午
後

2
時

¥
4時
▽
内
容
11鉢
植
え
の
花
▽

対
象

11小
1
以
上
25人
▽
費
用
11

50円
※
19日
か
ら
申
し
込
み
を
▼

お
や
つ
づ
く
り
・
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

を
つ
く
ろ
う
は
問
い
合
わ
せ
を

〶
み
さ
わ
児
童
館
(
2月
）

6
9
1
.
3
4
5
6
 

▼
人
形
劇
を
み
よ
う
▽
日
時

11
10

日
午
後
2
時
30分
ー
3
時
30分
▽

内
容
1
1
劇
団
小
さ
い
お
城
・
「
シ
ン

ド
バ
ッ
ト
の
冒
険
」
マ
リ
ー
ダ
ー

と
あ
そ
ぽ
っ
「
チ
ャ
レ
ラ
ン
」
▽
日

時
1114日
午
後

2
時
1
3時
▽
会

場
11四
小
校
庭
※
雨
天
は
四
小
学

童
ク
ラ
ブ
▽
内
容

1
1
1分
間
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ほ
か
▽
対
象
1
1
小
1
以
上

▼
紙
粘
土
で
か
べ
か
け
を
作
ろ
う

▽
日
時

1121日
・
28日
午
後
2
時

1
4時
▽
対
象

11
2
日
共
参
加
で

き
る
小
学
生
25人
▽
費
用
IIloo円

※
1
日
・

2
日
に
申
し
込
み
を
▼

お
や
つ
づ
く
り
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ
」
烹
親
子
で
あ
そ
ぽ
っ
「わ

ら
べ
う
た
」
は
問
い
合
わ
せ
を

卍
ひ
の
児
童
館

(2
月
）

6
8
1
.
7
6
7
5
 

▼
つ
く
ろ
う
！
紙
バ
ン
ド
で
つ
く

る
プ
チ
カ
ゴ
▽
日
時

1115日
・

16

日
・

17日
11午
後
3
時
1
4時
▽

対
象
iI
小
1
以
上
▼
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
知
恵
袋
•
つ
く
ろ
う
！
ひ
な

人
形
（公
民
館
共
催
）
▽
日
時

1124

日
午
前
9
時
30分
ー
正
午
▽
内
容

11ね
ず
み
の
ひ
な
人
形
▽
対
象
II

小
l
以
上
と
親

15組
※
小

5
以
上

は
子
供
の
み
も
可
▽
費
用
11300円

※
費
用
を
添
え
て
申
し
込
み
を
▼

楽
市
楽
座
の
猿
ま
わ
し
を
み
よ
う

▽
日
時

1128日
午
後
3
時
ー

4
時

▽
対
象
1
1
小
1
以
上
※
幼
児
は
保

護
者
同
伴
▼
映
画
会
▼
チ
ビ
ッ
コ

ひ
ろ
ば
▼
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

を
つ
く
ろ
う
は
問
い
合
わ
せ
を

王
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(2
月
）

.

6
8
3
.
4
3
4
6
 

▼
お
や
つ
づ
く
り
・
チ
ョ
コ
ボ
ー

ル
を
つ
く
ろ
う
▽
日
時

1110日
午

前
9
時
30分
ー

11時
30分
▽
対
象

11小
学
生
20人
▽
費
用

11150円
▽

持
ち
物

11エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布
※

3
日
午
後

2
時
か
ら
申
し
込
み
を

▼
作
ろ
う
ブ
ー
メ
ラ
ン
▽
日
時

11

21日
午
後
3
時
ー
4
時
▽
対
象
II

小
学
生
▽
持
ち
物

11不
要
の
ハ
ガ

キ
2
枚
▼
お
た
の
し
み
観
劇
会
▽

日
時

11
28日
午
後
3
時
ー
4
時
▽

内
容

11劇
団
ぽ
ぽ
・
「
こ
ぶ
と
り
じ

い
さ
ん
」
ほ
か
※
幼
児
は
保
護
者

同
伴
▼
チ
ビ
ッ
コ
お
い
で
よ
は
問

い
合
わ
せ
を

〶
ひ
ら
や
ま
児
童
館
(2
月
）

6
9
2
.
6
8
1
1
 

▼
ク
ッ
キ
ン
グ
・
ト
リ
ュ
フ
を
作

ろ
う
▽
日
時

1110日
午
前
10時
1

11時
30分、

14日
午
後
2
時
30分

1
4時
▽
対
象

11各
日
小
学
生
20

人
▽
費
用
11100円
▽
持
ち
物

11エ

プ
ロ
ン
、
三
角
布
、
上
履
き
※
申
し

込
み
を
▼
染
め
紙
で
お
ひ
な
さ
ま

を
作
ろ
う
▽
日
時

1117日
午
後
2

時
30分
i
4時、

24日
午
後
1
時

30分
ー
3
時
▽
対
象
1
1
各
日
小
学

生
20人
※
申
し
込
み
を
▼
映
画
会

▽
日
時
・

会
場

1127日
午
後
3
時

30分
ー
4
時
30分
…
南
平
西
部
地

区
セ
ン
タ
ー
、

28日
午
後
3
時
ー

4
時
…
同
児
童
館
▽
内
容
11
「は

れ
と
き
ど
き
ぶ
た
」
ほ
か
▼
チ
ビ

ッ
コ
あ
つ
ま
れ
▼
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
で

あ
そ
ぽ
つ
は
問
い
合
わ
せ
を


